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▲三重 作用の 最高級 粉 {□粉 


(1) 複含粒 子 VX バ拔け 
て 美 t く附 く！ 



クリ T ンシン の 




評 


三 


判 




1) アレた 肌を 先づ清 掃す る 

明色 ク ，ン シンは 一寸す りこんで 拭きと る 




H 重 作用で 


だ £で、 鮮穴の 中の 汚れまで 吸 磨して、 肌を 


明 €^白粉は充分に_い白粉の粒子<1^に幾多9物£ 5^ 化！| 
しく附 きます C 

(2) ¥ «! が^^ |&| 「*美1さ$す！ 


アレ 知 


編 議 i 


美し さを 增 します 0 


シンから： 

2) 同時に 獨特の 美 肌 作用 

( 词垮に 獨特の 綜合 美容 成分が 肌の 深部に 9 
透 ut す 0 f 毛 {八の 中まで 清^！ になつ てゐ まげ 
? 陈ら 、美容 成分が 最 深部 迄 行— り、 思ふ存 
分 作用を します 

— v ^ 3) 其 儘て 化粧下！ 

美朋を ぉ 額の It 1 3 Ai レ si 


(3) 典容 粒子の 作用！ 

明色 粉 白粉には « 特の 美容 粒子が 最も 科 學的に 精巧に® 合されて あ 
ります から、 この© 白粉で お 化粧す ると キデ までが 目に 見えて 美しく 
なる のです® 


つくる 
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▲最高級の 粉 


白 粉が 普遢 

口 B の お 値段 
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クリン シンの 世界的 濠 行/ 


H X IC 於て％， t > v > 0 s fj tt 雾黹轚 ％ ので •餐 蕹 の 
民_為1|111»_， « |ム||は鼴《« « 靠くれと轚 » 、最 
fiosll K X 春 s L て % 費 * > • 〆 > の 偃 ) l a tt ' ft ら参 
4化鼴0|_0 答 ft % 占 * 、 OKU 衆 tt 人の 91 餡！ 殿と « 

したとさへ言这れてゐ寰す* 


，: ひ^ 



4 藥玉琪 揉を リボン 剌锺 





帶 ⑴ (3) (4) の ruB^-K 
プ 圖案 J は 別錯錄 
の (表面) に發表 


み 5 らみ つ C 

(松 竹： 三 浦 光子さん) 



i つの 圖 案を お 揃 ひに 剌 at た 
お！^ m の ホ レ a 、 マフラ— 、ギ Sr 、 手 接 
彰 i 艇 こ 子 






6 簡單な 刺 ■で 生か t た 男子用 ネクタイ 


•萣 田た け 子 

5 i 親 〇电で v 丨-ー ノグ 

% % 令 
’(ぐ し 一) 

L fcil がな 4 0 


(4) 7 ランス 刺 滿 V 生かした 
婦人 •女學 生 用の ボレロ 

あら かは :«• 1* C 

荒 川 喜 勢子 



(7) ヘイン テツ クスで 派手に した 若 向 ネクタイ 荒 川 喜 勢子 



履 9 草! と グッ バド ン ハの 用 4 靡: ス クッ テン イぺと 繡; 棘 

ぬ 〆 - 

1 


の 用消鴻 測し 那な支 l ( i ) 
タッバ ドン ハの 向 V 若 2 な 品た hf 



司？ 野 0 片孟 


卜絲ご 毛け にャ シラ ( 7 ). 

で スクッ 于ンイ ベ ( 8 ) 履 草! •向 V 若 2 たしを 

履り 萆 f の 味み 趣 t たい 描 子 こけた 田 fc 齡 

〔表 發に文 本部 全は 方き 描 ゃ方繍 の外以 (6 )〕 C 4 ) j 




の 
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圖案 型紙つ き 
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’TS , H • - < me i rL 1J て %L ^ 

流行 刺繍の 獨 習祕訣 集 


けつ しふ 


この附 錄 1: !¢ 、 日本 剌繡を 初め、 フヲン ス剌« 、支， 
剌繡 、布 贤 刺 31 TV ボン 剌 糠、 ペィ、 〆 チック ス などを 獻船 
した"和洋服飾に關す.る1のばかリ、默めました0 
资源愛 護の 阈 策 線 (: 沿ぅて、 着 价で 11 で ml 卜で 
L 、 地味な L のな 派手 1: したり、 派手に なつた t の ^ f 

fc ^ 4 る も C 3 十せ 一 fxs. いた ゴ さ 〇 

味 1: し /: リ 、特に 古物の 再生 1: 應用 して 頂 吾たい I 册で 


あリ变 す 0 

なほ、『これさへ心得ておけぱ、剌繡もべィンテックス 
手の t の。』 とな る だけの 基礎知識 ^ 、 •こく £ リ辦く 
ffil - i 抓して ぁリ— 、挑めて なさる 於 t に ^ い £ 
ぃ系 となり 4 う。 M ft L fsi si ^ 『_ ^ k ^ と 
併せて、せぃそ御利用くださぃ走せ0 



近代化され た 日本 剌繾 

_ のゃ ぅにぃ はれて ゐた 裝歡 が、 f は 船 
がは もとょり、 靈 13 に ■な ものと して、 散な が 
らの断 f の ■ な 1 に、 HI に 辯 pi と _ と 
を 採り 入れて 流 が つて まゐ りました 0 
0 ,c 銳 f 、 炉擗も ほかの 棒 i に iti •へて 一 截むづ 
かしい とされて ゐ ますが、 嫩繫！ I で どんく 髮 
します から、 やり ^ める と 何に でもして みたくなる 
ほど ^ しみな ものです 0 

l に 為 刺 練 をす f へに ^ ^ な 一 ^ を ^ り er 

紹 I いたし ませう。 


日本 剌繡に 大切な i の 注意 

聲とぃ ふことは 、峨 の斯 射で も袭 です が 、 Si 
' f r 觀の | 飼は、 街に この 影が _ です。 
第一に， 着の ある!^ ^ ふこと、 それには まづ雜 11 
をす る 布地の f 、 淡い 妙 か 务 い ^ のど ちらかに す 
る ことが 装で、 时 i の g は娜 ii il び 放に 臨り 
ますし、 i した ほど 刺 嫌 も 印 於た なくなります。 
歡を雜たせるのには、麗すぎなぃ_の_ 
ぎ游ふことが * ょく、於ぃ辦|5のものには封に 

ひ“！ 5 の 齧に み ぃ lk,is fe 

ふと繫 に です。 


便利な 用具と 林 料 | 揃 ひ 

0^ 漦— 靈、 B' c f 船 の 一、 & のょ く § 
れる もの。〕 歡、觀、 1 ^ f ¥ _、辦 、(二つで 
一 辦 とぃ ふ。) 6 黯 、(謂、 孬、 It -、 輙 

_ ハ 釜！！、 鉞鉱撕 )など。 

躉 に 布を 配る ときの 治 * 1 ' 

翦 の！ <鬅尨と 麗、 1 の戬が 齡 ってゐ ると 

よい 刺 緒は できません し、 すぐ SEI つてし まひます か 

ら、 S の 靡 , ( t 錄ず S しくして、 f 窮 にび 1 ん 
と锻 ります。 絲礼 をす ると き、 配は あまり 張らぬ こ 


% - ■漏 

流行 刺！ 5 の獨 習祕訣 集 (： 目次 

# 日本刺雄の繡方(基«知_> < 

▲帶や 着物な どに 向く かた ばみ の繍方 

▲§耱 の ゴブラン 繡を應 用の 若 向 半 n 丨卜. 

▲羽織 や蔚 物に 向く 花菱 模樣の 繍方 

▲何に でも 應用で きる ふくら 雀の 繍 方： 

▲ 圖_ した 獅子の 紋を繡 切で 刺繍した 羽檢. 

# フランス 刺 嫌の 鐮方 (基 « 知！！) 

▲ボ レ a や エブ ロン、 ベルトに 向く 右榴の 繍 方 
▲ポ レ P 、 マフラ ー 、手提 に應 用した 花の 繡 方. 

▲草履、 ハンドバッグに 向く 花 散し 摸 樣の繍 方 

▲クロス •ス X- ッチ 應用 の ハンド バック ニ 種 •： 

▲フヱ ザー •ステ グ チの ハンドバッグと 帶〆 ... 

# 支那 刺 嫌の纖 方 C 基 雄 知*！).；、： 

▲相 良つ ぶしを 應 用した 帶 

▲刺し 繍と相 良繡 の ハンドバッグ 

# リボン 刺 嫌の 網 方、 基 雄 知 0 :… …ぐ 
▲若 向の 帶に應 用した 豪華な 藥玉模 樣の繍 方 • 

▲ショ ールに 應 用した 可愛らしい 花 籠の 繍 方. 

# 布置 刺® の繡方 方法 意).：：：： • . • 

▲帶の 再生に 應 用した /]' 布 利用の 布置 刺 織 
▲ハンドバッグ や帶な どに 向く 可愛い 小 花 

▲布 ts 刺繡應 用の カラ-と カフス 

# ペィン チック スの推 き 方 C 基 《 知 0 - 

▲ n 丨ン 描と 筆 描' て 花 模樣の ハンド •バッグ：： S) 

▲帶 にも 向く 阆 案の 近代 好みな ハンドバッグ A: (一一 B) 
▲ネクタイ、 スカーフ坌べィンテックス'て再生 0 » ) 

▲ n 丨ン 描を 上手に 應 用した 紅葉 模様の 草 旗： (一一 B) 八 


(八) 
(〇 
(〇 
( 10 ) 
ao) 
‘0 ー リ 
(ご I ) 

(5 

-(5 

(1B) 

(5 
(-*> 
a 六 ) 

<5 

(5 

(K) 

(5 
_5 
010 ) 
(一一 0 
(110 


1 本 

剌 

蝻 


應 


用 


剌總て 衣類を 更生す る 講習 會 


★» 級は 私 达… モ I 頁を 御 V ください。 




と〇縱 はか 1 |の黟は、盤 1 一 « を觀ひ、繼 

の 戴は、® の ■を ^ « に 皆り 部せ て、 それ 
を 一一 凝に して® ひ、 ^ は繫 を啦 ひます 0 

F - 把 の 象 t 力 

1 k l ; か窫な 0 , c 鬆に瑟 を iffi した 
なら、 もう 一 吧 f _ r 、 黯を衫 で 1 i r ゃう 

に勝 いて、 截 から その M iM りに 撕き m します 。 S 
觀 で纪 ぃた放 を ^ _ の ^ に齡 かに ぉぃ て、 (繫 
に Il f とふ i が 肥れる 一 れが ぁる。) _の擎 、 
ずれぬ やうに 飯つ て寫 し、 その上を もう 一度は つき 
りと撕 き ^ けます 00 」の妒部、ぁま 0- 澳い胡&で太 
く掛 きます と、 A 雜の& に 出て 於ち ない ことがあり 
ますから 免く ださい W 0 これを 先 S 法と いつて、 
撕銳の 2 りに？ n 版を 使. ^ がぁります が、 ぁとで 靜 
ちが 聽 いので お紀 めは できません。 なほ、 船 紙に 下 
斷の於 つ ごぁる_は、齡のま、の黯を 0 ,1: » 終齡 
船の が 歡 にっけ L から 探って 飲し ます。 

靡 ttv の！ I り贫 

縦の & り 放は、 fr れなぃ と i が 觀に獬 はな ぃの 

で、 なかく 和. のい る！ 一範 です 〇 Si 射の 搓ゎ 癖を 

判く^みがんでしまふことがお裝への^一です。 

まづ Sim を 棒 黯の批 なり、 f S して、 (ぃ) の 
やうに i を かけて 止め、 一方は 口' に啣 へて びんと 張 
つて おき、 一が の縱を c ろ： >の やうに 姑 方に 六 七：！、 下 
傲を かけて、 もう 一方 も！！ じに 下槎を かけます 。こ 
の！^、 一一 於の 槎の船 さが 離 じで なければ、 辦麗な 



ふ 露と ぁゎ ますが、 凝は 寡 r 辦ぃ ので、 锻 

嫩 を备 く假 ひます 〇氟綠 は、 普通 六 都から 八 管に 抓 
れて 、一齡 と 一部と を 瑳り部 せた ものを 一® 口せ と 
いひ、 ■一?! を _ にして is り ^ せた ものを 觀 
せ、 鬆一滅 と 一 f ' を is り 部せ た # 4 のを一 « « 
とい ひます o ( あとは これに# ず。〕 

(に； >は概&58 または ぎ 緩と いひ、 槎る ときに 一方 
を 姑く、 ^ を M く r て、 姑 ^| に還をできる 
だけ 爹くか けます。 (三十 回く らゐ) 次に 少い 方の 絲 
は鐵を かけないで、 その ま」 弛めて 一緒に 槎 り ^ I せ 
ると、 r ざく の # , か 皆 り JJ ります 0 & を g る 割 
餅は、 鬆三 ？？の うちを 一 1 とつて & o r たもの 
を 一一 ^ fe の議 とい ひ、 あとは これに® ず。 > 


用 


if 塞ん。 f ? s ?、 (は) T い 4 : こ—— 前 i といって、 
のて に還 と 4 傲を かけます 〇 fi さは 主に これを 使 ひます。 『 

A ? こよつ て 8 ひます が、 義齡の f 射く らゐ で T ! _ cn ) は 、凝の ま-使 ふと—、 & つて i 


日本 剌 繡 の 針と 絲の 釣會 

齡：齡に輔を撕るときに姬ふ ^ 

溶： 1 一 葱 Jbl の f iit — に f 納。 

繫 ：备一 於、 111 i の ■繫で するとき 

こ $ふ^-0 i 應 

i Af . •一 I せ、 一一 1 せ、 ゴーー の趙 r 鏨 

するときに使ふ納〇 

s ,c s 終 船の 紙は このほか にも あり？ が、 この® 
财で 一！！ りの ものは！！ ふこと がで— す 0 

基礎になる 邏針灰 ^ 

(ほ〕 のゃぅ にして 織び 避を ^ て、 P を截 2. 

に、？ 5 和を f 於 にして、 擎で 於 から £を 阶 し、 

枯和 で拔 いて、 (へ) の やぅな 手つきで , ひます。 こ 


is 齓し をし ます。 先に； 5111 の 护纪 にだけ 纪 趣し をし 
て おきません と、 刺 路が狂 ふこと があります から 斯 
取 象く ださい 0 

皆の 還は、 黯8 など“ び辦 ぃ游の 
? i げ 学す が、 i & 黯で！ ： びな い 布地の 仕上 
げは、 ■なく 8(批で辦らなぃ0)をっけたら、歡 
の 部 W へ 表に 紙を 當て iis を かけ、 i がすつ かり 槪 
いたなら 蘇から‘ します 。これで 栽；^! i ±» げがで 


S さを！ {へ. ました。) で、 と f じ やぅに S に ihi 
めて ゆく 還です。 (か) は 一一 ^ 辟 _ で辦 の繫 
を かけて、 それを 十 « 字に 止めました。 

▲纏 切— (よ〕 のゃぅに、靡齙りと§らず、齡で 
でも 純で も ^ r ひ 埋めて ゆく^! です。 


の 1 S 锻で“ ふこと を靈 しませ う。 51 « 你 紐 
は、 - 7 ランス 剌珐の やうに » t つて 嫌 ふとい ふことは 
しません 〇斯ひ ぼ めは (と) の やうに^ i lw ljgl ^ 
ます 〇絲を 艦ぐ とき や、 ^ ひ總り も、 碰じや うに 二 
つて ^ に 紙を & ぃて H — す ow 深 m 
は、 表に綠 び 玉は つけません 。嫌つて いつて！ i の齡 
の！！! つたと きは、 緩を かけながら 11 ふこと も 、 ^ g 
な 剌德を する うへ に ^ れて はならない ことです 0 

日本 亂 •にお 船な^! h げ 

何を しても 仕上げと いふ ことは 对城 です が、 銳に 

びんと r H '= si : i ^ 射は、 鬍に溪 です。 

まづ、 斯 ひ 落しがない かどう かを 紙べ たなら、 » 
からぬ S & く啊く か nu で嫩 ぃて ^ を r & たせ、 

k 影の 氍船の 恥 iii か 翳で、 i に & き 妒た撕 

21 ゃ概を すつかり 11 つて ぉきます。 劣に 雜 11 を 劫 

の ^ ‘ に 取つて、 11 と！ に is * ぜ、 (ち〕 の ゃう に？？ 
尹の 1 S 1 I に f 把し つけて、 劫の て rs でょ ぐ 

ff 

か、 糊か备すぎると表に黎み出ま^-^ら、 多くつけ 
A ぃこと、 、終 敷 ^ 1151 に！！ がつかぬ ゃうに g 
愈し ます。 糊が すつ かり & きましたなら、 a $ を^! 
にして、 (り) のゃ うに 飯を 繫 «§ に 松んで 歡 の於 
射に： f け、 i を r しながら ywc r ^ f 
をし ます 0 • 

濕 OST かすつ かわ 除れ ましたら 81 から 辦 して、！ 9 
航の f II Gf i じ 盡 になる—、 ぃまと 1 C 
蓮な り、 または 製？ 戴で、 歡路の 器の 


きた わけです。 

版耶 の 航ぃぎ ぼ ^ i 

H ft 潔！ i は 雛 級が 犯 ぃ ので、 ^ 案 繼の邀 を 
扯 って ゐれ ば、 この黯 の B , c 菜 i は 影に r ふこ 
とがで ぎます し、 何に でも 職 私自& です。 

▲2" S の 節 離り に！ B ふこと で、 報と もぃ 
ひます 〇 ( ぬ) で |覽のやぅ'衡の樜い哪りに縱を 
酿 して、 一 Si おきと か 二 £ おきと かに ^ 5 を § けて！！ 
って ゆき、 その _ h 5 を ^ 11 の 一 ■せで ^ (四* T 9〕 お 
きくら ゐに 目が たぬ やぅ 14 ひ 勤 ひに 嫩へ ます。 

(る： > はつぎ 針と いつて、 哪絲 にす ると か、 •ほ がい 
にす る！^ 口の で、 針を 人れ た ^ から、 ^? の ^ を 
出して 敏 ひます。 

▲平 絲雄 凝と もぃ ひます。 靡 碰 りと⑽ らず 

に (を) の やぅに 槙 齡 を！ g ひっぷす が 泥で、 を 啦 
つて、 絲を平 に 整へ ながら 撖ひ ます。 

▲夔 掛， .(わ) の やうに、 ¥ 絲で 横に 1 あびましたら、 
共 W の 一 _ せで 斜' の 格子を かけて、 その 热”齡 を 
やはり 一管 合せの 共絲 CB は 一 りよくす るた め、 ^ , の 


▲切 押へ-" 切 押へは、 がきく！！ 挪を したと きに、 
(た) のゃ うに、 一菅含 せで 撇絲三 丸 づ 、を！！ へて ぉ 
く 還で、 ^. ( llr 〕 s の ものには 诚消 へを しま 
せんと、 見た 眼に も 間が 奶け るし、 保ち も g いので 
す。 切 押へは 三 ¢1( 一 3 よりは ^ きくし ない こと、 


毛 ^ て 拐 -> て、 ハへ) の やぅな ^ つきで 縛 ひます。 こ 

一一 ^ 、 三 P からは、 麗の親 V の！！ の 四 ^ 

11 つて 押へ ます。 

▲まつ ひ 纖= フヲ ンス離 繼 の アウ トライン •ステ ッ 

チと 駿 で、 i k を n 剖、 この 1: 還を し 
ます。 s から 域に ぼひ T 4 げた ものを 稱、 ，ら枝 
に i ひ T 4 げた ものを 销咐 とい ひます 〇 C むを 獻 麟。 
▲相粟？ これ も、 フランス 剌陆の フレンチ •ナッ 
ッと同 に、 1 ^ ひ 3£$ を 作つ て ゆく^ 一で、 まづ銳 か 
ら表 •に 絲を拔 き、 (そ〕 の やぅに、 一 f の』 の 字の 綠に 
絲の 輪を 作つ て、 その 紐に 針を く V * らせ 、抝 いたす 



用 應と方 練の 铋剌 本日 
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了 11 を Ji 
きな ijr ら 省 手* 5符 を 
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等 会 妹 


"そ ^ \农 

ぐ 傾に fy 、 摯で i の if しながら、 Tfe の 
絲を 51 和で 扑き ますと、. 砂 愛らしぃ 辯び 玉が 出來 h 
ります 。この ffi ^ 織は、 下の & を并き ながら 上で 調 
子を とる、 このち ょつ との 秘訣で 一 び 玉が 綺麗に 揃 
ふか どぅか \ r 链 ります から、 充が に m 習を してく だ 
さい ませ 0 

▲ ゴブラン繼==ゴブラン縱は(つ)のやぅに、まづ 
職に 縱絲 I 於 射 だけ 明けて ひ t したら、 次に 一分 
五 ® 六 , 1, 〕 弱の 職を 明けて 一嫩の 賊 撕か 、答 絲 n 都 
部せ で S & して、 こんどは 、被め に p r たと 
一 じ絲 で、 明いて ゐる ところを なるべく 布地が 通 か 


場 剖は 辍絲 に ^ の 一?^ せを 使 ひます。 
このほかに _ i と 射 f 、 I は 凝で 
配を する 期 制 もぁります。 駒 綴は、 啦 銳 
なら 一一 被が 眞 直にな り、 角は (な〕 の 方 d 
で 傲 f く f を ^ て、 純め の褽の 11 
は、 一一 末 一把を 命に して 針に 通し、 亂內 
の やぅに 裏に 引き抜きます 0 
▲ KI 田 _=凝 で— ひましたら、 
一一 ^ 於で 辦の辦 子を かけて、 C さの や 
うに その 交叉 歡をや はり 横に 三！^ ひ 止 
めて、 その！^ に 相 良 練を します 。これは 

TI 露 & 織の やうに 野え る！！ 放です から、 砰黯を 


玉 卜 


ぬ やぅに 2 § ひ齡 ひに， ひ 埋めて ゆく 方概で す。 
▲ むしろ軀 “( ね ) のやぅに、まづ ||§ が艇に1対 
射 だけ Ag る くら ゐ聊 けて！ S ひましたら、 一撕 の滅絲 
か . 、 紛縱 n s r で 一 ^ ( 八 /) ほどの 驟 に！ i を齡 
に豳 して！ 2 ひ、 こんどは 明けて あると ころを、 最初 
に S に酿 したと I じ縱で 配 ^ ひ、 艦に 激した と 離 
じ絲 で、 一 ^ の 間を 返し！； で 止めて おきます。 
▲awl “ 雜一 つを 判 雜と いひ、 一一つ を一辦 とい ひ 
まず 6 ■の ■ は、 ^ の繫 なり 繫な りを 搬 
へて、 ) デ四 /) おきく らゐ に、 が f ら 黄色、 1 
辦なら 故の 一一 ®^ せで とぢて ゆきます 。股 和に する 


や 着物な どに 

たか •か 


1 色に、 格子と 1 は 濃い 色に します 0 

▲ S 8 JII の鉞 r 紙 f lt に！ I S > 

を _ して / その4 . 央 ( まとめの %| )を二间縑ひ止めま 
す 。 ^ I ひの賊 には、 二 本 1 « でけ し！ 1 ( 1 し 練〕 か 相 
良 練を つけます。 ... 

これ だけが ょく お ^ りに なりましたら、 あとは ^ 

際に 臟 W した ものを k に御紹 笊いた しませぅ。 ® 品 
. にも！ 品に も ' どぅぞ 腕を 船つて 應 HJi なさつ てく 
ださい ませ 0 , 

S の m し 放から 黯、 r, げに F までの 還 本 
は、 f ベて この 莪礎を & 用して 頂きます から、 

申 上げない ことにします 〇 

む 

向く 


硫 5 と、 その 倒を とつた P たばみ の圖 案と 

yo X 5 と 会 r -4 « f つ 

を sir の 紙に 寫し 取つ て、 それを 擴九 して 下繪 を寫し 
ます。 

▲*_ の «* 料"： s —一 一 i 、 .えんじ、 黑 、黄、 
游ぃ 111 ズ& r との數 絲を被 一卷づ V と、 一掛 の M 
i と、 蟛齡絲 、二 ,の蹉滅絲と、六掛の齡撕を各1 
把 づ V と、 駒 綴の 絲を仏 ひます。 お 持 部せ の絲 で、 
M 色ょ く お 繡ひ ください ませ。 

▲ « 方 n fs a A 2 i の！ ^ と _ して、 まづお _ から 
無に お！ g ひく ださい。 

献 かた ば ^ . .獻时 から ^ | « へと ^ つて ゆきます 。ま 
づ C 1) は 一 動の 槎 M 絲、 9 ) と ( S ) はえん じの 11 » 


i ひ かた 

の 繡方 


一截で 敗に 潔して、 その上を、 (1) は 一嫩の 滅絲 | 
で、 C 2 ) と ( 3〕 は?^ J の 一管 ^ せで 切 押へ をして お •！ 
きます 0 ( 4〕 は、 故の 銳練二 被で 横に ぼ 切を して、 j 

ぢいの1 « 1 ?| で黯 _ をし、 ( 5は、 | 4 一1被 | 

一 « で衡に & 切をして、挪柙へをします0これで九1 
既の贼 がで きました から、 周 圍を劣 のが 法で！ § つて 
職を 鍵へ ます。 ( 1 ) の . は、 六 撒の％ 一 辦で I 
趣り 黯 をして、 ? ) の ® k は、 i じ やぅに 三鹏り 
ぽ亂 をし ます。 綴 m 1 は 黄 ^ ( 6〕 は、 六掛の M 絲と 
ぉぃ &_ « ^ _ で、 _ をします。气 
縱 は ハ S の 二 凝せ。 C 7) は 二 齡の S と、 點 の 
_ « の で、 點の 一一 ■ せで とぢ ます。 


I 铽 

力 


應 


用 






かた ばみ： 一つの かた ばみ は、 心になる (1)(2) を 
一緒にして、 えんじぎ で 横に _ 切を して、 その J 15 を 
挪辨へ しましたら 、その® りを、 六撕の 號 L で 
一 f _を します 。ぁとは を ■して、 鉞 

絲の かた ばみ を 作り ま. す。 もぅ 一つの かた ばみ は、 

心 ビなる (1 X 2) を やはり 一船 にして、 観の 一一 被 一 

5 f & i にし、 それを 觀 へしましたら、：^ 

ばかの ^ ¥の龜を2ぃて、&龄の二 « ^ 衡に 

黯 をして い 一一 撒の 傲 f 4 -対 r _ を します。 

_ に、 (2〕 音) と ^ g りを. 1ハ_ の齡 で r^Ji 

窃を して 阶來 -hi ります。 


かう して お！ ^莰の 1|- 3ができたら、前资 » にはか 
たばみ を 二つ、 歡には 轻阶 しを M 絲一だ で 一 取に 人 
れて 、かた ばみ を 淡い ロ ー ズ 1 u で 半 摸 lilg ひます。 


▲ JB 用-？ さくして k ばせば、 SJ ? s € f 5 J 4、 讲 
技 や 長 & にも 上 1 でせ うし、 タッシ 9 ンに 、対き く 一 
つ萷置 したの も 上品な ものです 0 

新 剌繍の ゴブラン 繡を應 用した 


• C か 

若 


tf 奢 は < 

向 半 

▲ JW - « の 材料 ==ぇ ん じと クリ^- ム 色の 1 絲を二 卷 

卜 ： 撕の一 

口 撸 一 頁琶 (1〕 の三亂 形 恥さん が 砂 さ 


▲_ 方" 



れた hnl 卜は 、里 1 に 

染めて、 七戰の 地紋を 

利用して" 旣 色よ くゴ 

ブラン 樓 にし、 槙 m の較 j 

船 酽は つ て ゐ 



n I 


ますから、 _ の 二 ^ 戴で 猿の 1: 浴に しま 

羽織 ゃ着你 に 向 
花菱 檄樣 0 

〇 4 r fc 證 (5 ) で ■一 i : やさんが^! された 越 
黎 獻 の 1 5は、球か 砂せ 

て 着られな くな つた ものを 
黑に 染めて みました が、 そ 
のま、 では 箱ら れま せんの 
で、 簡單な 费雜 で m 生 させ 
たもので す。 

▲刺 <1 の 材料 =ぇん じと 

ブル ー とクリ ー ム色の 釜 絲 
を 各 一一卷 と、 一一 掛の磋 M 紐 

し： k. £ 

絲 、白と 黄の 駒 綴絲。 

氟 |一 方”—- » 通の 蕾 緒では 
單 ^ すぎました ので、 三 厘 
(一 / ) と 一分 (四 , 1 ) くら ゐ 

の、 11 の齡 いところ と戲ぃ ところとの 嫩嫩の 戴 似を 
つけて、 と >」 ろ^に ^ ^! を^^よ く *?/ ” 附 でん 


した ^ S をむ かして r たために、 霞 & がきい 
て 上品な ものが 出来 上りました。 配置と g 色は、 P 4 
繪 藍を 撕班將 . < たさい。 

▲ i 用 H その ま 1 でも、 または 九 / M の歡似 をつ け 

て、 挪織 にも、 攀に も、 腕に も、 なほ 議 、凝 

邮 と 自由に 姬へる 圖# です。 ほかの 配 毅と靼 み； せ 
て、 辕だ けを まつ ひ 把 にしても 面 いものが でき ま 
すから、 せ ぃ</ 利用して ください ませ。 



M 雜 に k ぇ i 
ました 〇 
k 截は槪 
. の & 毅 

を、 製 

と 配色は 


誔 I と s , f の 溫を製 f ださ ぃ〇 


▲應 用" 


勝 用の 帶は 、拖菱 を 四つ掴 いだ ものです 





L _ 剌を较 の 子獅た し 化案两 
蚊の 子獅た し 大摈と 餞 羽た 


: 、これな ど ■かあつて 翳いで 1 ほかります し、, や、？ さな M 製ぎ にして 新 刻に 
5戴一 0* 1、辦はもっと4恝させても_かぁ も麟 脱して ごらんなさい ませ。 


邱 ( C でも 應用 できる 

ふくら *1 の剌繡の仕方 


し か 



ni IMKSISCi の 撥 

5^§齡 ください ませ。 

鏨 の鏨 と戳 は、 韧 

r l 截に むづか しぃ 

もので、 掀辦 刺繍を しま 

して-^ たと きに 蔭れ て 

しまつた のでは 勿植な い 

ですから、 美容 上、 ^ と 

嫩 と 前と に 出す ことにし 
て、 配の 妒置 にあしら ひ 


ぎざ^^に ならぬ やぅ 膝を 整へ て お 繍ひ ください ま 
せ。* 眼は 一 嫩の M 絲で地 く；^!! にし、 ^ しは 一一 

_の傲 辯で 配に 黯 にしました。 

▲應 用： 四 和を r して ^ はれる ふくら 雀の 國私は 、 
对 へ ん 1 の 戴 ぃ もので、 御は 蕤のぢ い f 酿 



故く i 置して 斑った ものです が、 これな ど 靴 朱が あ 

り ませう 0 

なほこの ほかに、 羽 齣に も、 ハンドバッグ にも、 
また ほかの ものと 配み ^ せても ^ へる、 重费な 圖 私 
です。 


ました 0 

i 紙附錄 の 表面 

( li 蠢 

を 利用して、 いろ 
いろなものに « 用 
なさい ませ。 

▲麻 « の 材料 卩 

gi の篇 2 と 

牡丹^ 一3 とクリ 1 ム 

15 の、 それ 
紙を 三 卷づ 、と、 

一 Sri や 

二 1 の is 

を 虹 ひました が、 
布辦の 縞 や 色に ょ 
つて、 お選びく だ 
さぃ 0 

▲繡方=可 愛ら 

しい ふくら ^ を、 

ぼつて りと >! ブラ‘ で || ひました のが、 とても 新 
3 i な モダンな ^ しにな つて辦 _ でした。 _ は、 
II ヒ 1 £ ヒレ ^ y こ、 廠と级 とを 司 色に して、 周圍が 


歡 蒙 化し £ 獅子の 紋を 


,1J1 


- ' 钱' 5 

1 — 1 


梛诹で 縦した 羽織 

■4 il 方"^^、 誠 影を ft 2 ずに、 ■だけで 於 j 

1 は i IH 翳で、 繼 f i は、 _ した气 I 
子の m を 账獻 i ください。 j 
▲ « , 鬆 にしても、 厲 の M を ぁしらつ て辦 j 
にしても、 面白い 闽私で す。 

この 齡雛 でい ろ < に x < 対し-ますと、 旣製 品に 見 
られ ぬ* 1 T の ある ものが でき ませう。 

棘 齡を あしら ふ ものに うつりの よい® 私と 配色を 

#に漱 ぶこと が 装です。 S - M 轚左 ^ 


ni r s : ( 2 ) の ■一 1 一！^ さんが s » して ゐられ る 

す 0 

▲制 11 の材， 7 :: iii は m 尬 色の澳 1 と、 水色の 

■を 一 # で。 
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• »明«つ 宠 -tr l n 五十 a 
癱鯽 申込は 衆 京 神 m H 河 鼉 
主 « 之 友 社 (播 » * 京 一 
八 〇睿) へ •送料 內地十 

«• 外地 B 十二 a 


長針です 


5 ?阐 の 針に、 毛» を タテ •« •タテに かけ" 

くつて ゆく ともぅ 立派に ffi A 上ります。 

どんな もので も カン タンに 早く « めて、 絳* も 手 
« みの 三分の 1 です むので トテモ 繙濟 的です。 

『主嬅之犮1昨年十月諕附錄て 
御 紹介した 辟 判の 簡便 編物 器 


用應 と方繡 の秘剌 本日 



便利な 用具 I 揃 ひ 

毛辑物 や 麻布な どに 刺す 場 八 ( r 縱 1 1 ； であり •ません 
が、 薄# の布聊 には 丸 和を f ひます。^!: には、 五 
r ' Ir fe くら ゐの擬 ぃ械 を r fe ふと、 船 ^ 
八 05 がよく、 布地を！ S める やぅな こと もない のでよ ろ 
しいので す。 

困 1 の撕 g に齡篆 か! Ti 紙、 布地に ょっては スタ 
ン ブイン クを使 ひます 。フランス 剌縮^ 5 、 先の よく 
切れる 鋏な どぐ 

圖 菜の 推き 方 

呢撕 4 縱 の ii のや ぅな！ S 辦 

九 圓免を 使 ふとき は、 バラ フィ — 

ゾ奶 か髮 な B fc 繫 、•または ^ 廣 
造 紙な どに、 その圖 篆を微 繁で 
寫 しとり 玄す が、 もし 圖記が 縮 j 
小され たもので したら、 Isi : ^ 

に擴 ぜ した ものを 齡 15 で 描いて 

使 ひます。 

械 は、 ^ 

三 通りあります 〇配記 紙を 航は 
ずに 銳範 で 好きな 圖良を 直接に 
蟲 にした 掀の 


ぞ 齡黯へ截 の ものを ^2 ふ。) をぎ、 羅 r B 

に 實物九 の圈 I を 描ぃた 織を 更に 齡 ねて、 配歡 の獻 
通りを 鉛筆で なぞる 驴创 と、 圖だ 紙に m の 好で 五 M 
(1 1 ，) おき くら ゐに 圈歡 の贼通 りぶ つくと 把を 明 
け、 械の 表を 上面に した 上に 敕せ て、 スタンプ ィン 
クを 刷毛 (メリ VK の 小 布を 丸めて 使 つても ょい 0 ) 
で？! から 械に 浸み 込ませる 5 H r があります 
內職な どに 同じ ものを^' 枚 も 作る やぅな ときは、 
X タン ブイン クを使 ふ 方 知が 一 荒よ く、 か 通は 銳縱 
した 圈表 紙を 於に して、 硝子 窓の やうな ところで 奶 

I ® 

-/f) 



1 J で寫 しとる のが 手輕 でせ ぅ 0 

應厢 の！ $ ぃぎ矿 嗽 

▲パ， ク •ステ サチ i l , « i 1 鍬の 弒し繼 と鉍 

く i じ ff 、 El 線 んゃ製を 截す鍫 に r ます。 

(い： >を獻 照。 

▲アウトライン •！< テ サチ、 維 _) ” itl 銳や 

などの ■になる 銳を W ふのに ± tf に W ひられ、 製 や 
枝な ども 殆ど この 11 前です。 (ろ) の やうに T ^. 靜の W 
を 掬って、 紙 ^ I を 前の絲 の！^ から W します。 


▲ 7 ラサ t x チ 7 チ； > • -、 (は〕 0 籽 ぅこ、 P 
でも囊 でも、 瑕 または K に g します。 1 \ し w し 游 
で ^ に すれば、 スロ ー ビング •ステッチになります。 

▲ X 01 •!} > グ • ス テ ^ チ 『¢ 111 } , 丨致 に昏こ ■鱗 

用され てゐ る! で、 g thi : の^ 一は フラット •ステ ッ 

チと冏 じです 〇 ( に) を 紙 照 0 

▲サチ > •ステ， チ 「心人” © ¥ _:) 1 k 斯 JJ っ 

た 形は、 フラット •ステッチ やスロ ー ピン グ •ステッチ 
と！ 樣で すが、 これは (ほ) の やぅに、： g をん れてふ 
つくり させた ものです 0 

▲レ ージー デージ 又チ， チ へ鐮蠢 “ ( へ) 〇- 

やうに、 できた 燃が if に似て ゐる ところから、 と 
の 名前が 出た もので、 ^ や 楽を 練 ふとき よく 使 はれ 
ます。 この i 放は 縮の 驗 め 於が 議 で、 印 享ぎ 
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パ ^ になる やぅに M つて戾 ります。 销 上の 角から が 
Tfe 始に嫩 る i がぎ— ^ & しく“ のゃぅ 
に、 一对字 になります 〇 

▲シ ir ドウ •ステッチ r 陰 班) 11, 1 名を ターキ ッシ • 
クロス •ステッチ (土 耳 古式 十字 嫌) ともい ひ、 十字 
齡の教 似した ものです f (をり の C 1〕 から 範^® に剌 
して ゆく^ 一で、 mi は 11 で!^ の やぅに、 が 
バック •ステ ッチと なります 〇 こ の は 裏表と も 用 
ひられ ま f 〇 

ぬひ 始めと ぬひ 終りの 注意 

まづ 、辯び® ^ り游 について «! ±» げ ませう。 か 
1 i は ^ し齡 の賊 をち よつ と紀 めて、 (い) の やうに し 
て 辯び ^ 1 をぎ ります が、 かう すると 指に か、 つた 部 
射の 1 が 無れ て、 錯の 6 f 藍に で— せんか 


ら、 B c 於 刺 键の莪 §路 のと ころで 申して あるち 領で 
作ります 0 

ぬひ 始め もぬ ひ 終り も、 # , ひ 玉の ごろ < する こ 
とは 祭 阶で 、(ろ；} の やぅに、 ぬひ 始めは 下撕か ら三 
如 ( 一 U ほど 紙れ たと ころで、 裏からで なく 表から 
砂を 刺して、 於 瘠の 上へ披 き、 まづ§ さく 返し 嫌し 
ます。 このと き、 針は 销ず！ I を 费つ て拔 き、 ダから 
は！！！ 通に 刺 練し ます。 傲び 玉は あとで 切り 除り ます 
が、 絲を鉚 つて あるた め、 ほ つれる やぅな ことは 也 
1 s にありません。 

ぬひ 終りは、 やは さく 返し 繡 して 止め、 (織び 
玉は 作らない 。)絲 « を ぶら < ，させて おくのは 禁物 
ですから 、裏側で i 印の 間へ く vr らせ ます。 

±T f な tt L h げの龙 澎 

棚 戴 を^ 一にして、！ I りた、 んだ if 研 か、 あまり 
朗くな い jli の 上に 舫せ 、固く 神った 濡和 拭を 當 
てた h から、 ^ い アィロンを 刺 嫌の 目をつぶさぬ や 
うにして かけます 〇 だ に 張った ものは 枠の あとが m 
ります から、 湯 伸しを して、！^ い T イ ロンを か 
ら當. てます。 

越し、 天 »: 域に 限り、 丸 m の あとの 消える まで 湯 


伸しを かけたら、 アイロンは 當てず に、 1 かしてし 
まひます。 アイロンを 當 てると 毛が & て 醜くな つて 
しま ひます。 

洗濯 するとき の 注意 

プラン ス剌 練の ものは、 どちら かとい へばよ く ^ 
職され ますから、 沁の やうな 注意が 对摊で す。 

じめ <した お！^ M * の 51 はなるべく 避け、 からつ 
と！： れ た^! を 選ぶ こと。 51 K # 哪 が に 浸けて おいたり 
ごしく 齡つ たりす る ことは 禁物です。 

漱ひ 放に、 まづ マルセル 驗を窮 11 に 一して、 
_ をた CN •ふりに した 时に V れ 、歡 の緊 を！ $ ま 
ないやう に i く搬み 齡 ひしましたなら、 よく 灌 ^ S 
して、 i ら ずに g ぃ i に 一んで、 禁を篛 
把 ひとら せます。 そして、 ® 1$ 通しの よい 日陰で 獻か 
します が、 もし の 紙み m * 6 る 吧れの ある ものは、 吊 
さずに 科に おいて S かし、 生乾きのう ちに 熱い アイ 
ロ ンを裏 から 當 てます 〇 > 

6 黯 のよ ぃ もの ほ、 ^ ば® ふ ほど 齡 が m * 6 てき 
ますが、 親い ものになる と、 すぐ 毛羽 於って 醜くな 
ります から、 終 一^を 選ぶ とき、 この K に充也 it 注 


11 ください ませ。 

ボレロ や エプロン、 ベルトに 向く 

フランス 剌繡の 石榴の 繡方 

i 歡縱 _C5) の IS 繫製 と、 p^ r s IEjb 对 にして は & r 影 il のボ レ。 を、 做 

(4ソ の ゼレ ロを » ^2 ください ませ。 mic な フランス 刺 紙で 流 m の ものに いたしました 。こ 


ると於靜の銳が齡きますから、范射_8意くださぃ 

ま 辻 〇 

▲ ロング X ンドシ a 丨卜 • K テッ チ 8短繡)= 

で、 (と〕 の やうに、 劳に一 または 葉の 周圍に 用 ひら 
れま fo 

▲チ HI > i テ， チ (：錤纖)= ( ち) の やうに、 鎖 
の 1 r ? る 懸で 、 « の f して© 戤く齡 は 
れてゐ ます 0 

▲フレンチ •ナゥ ツ C 結び 玉* Y 日 « 剌陆の 相 良 

11 と 一 じ雜し 放で、 f 松は 对てぃ 、この フレンチ • 
ナッッです 0¢ 手で絲 を 押へ ておいて、 ^ にくる つ 
と一卷 かけ、 (一一^ 4- る こと も ある。〕 拔キ & して ある 

i の 製に S を i し & み、 繁で驢 を 盤し なが 

ら (り〕 の やうに 作り ま 疒〇 

▲ブラン ケヴト •ステッチへ 毛布の ** Y 毛布の 

、、、どめ もち 5 H ふ f 

株の ほ つれ 止に 用 ひられて ゐる为 勘です。 針と 針の 

ii 、 駿 を撕 〈る ことが 装で、 獻 i' r ir 
松 瓣の輪 f 刺す のに！： きます。 c ぬ) を 纪酿。 

▲フ X ザ！ ステ ッチ ( 千 番 こ の H 前は、 コス 

モスの 磨な どに 使 はれます 〇不揃 ひに ならぬ やう、 

縱の扑き游に_繫くださぃ。(る)を黯。 

▲クロ X •ステ , y チ (十 —)0 キャンバス 地 か 麻 
布の やうな 布目の ごく 粗い ものに、^! 目*^ つて 剌 
冲| 射に f 脱 ひられる i で、 蒙 iM の 獻ぃも 
のです。 

c わ) の (1〕 から に 針を 滿 すと、 斜 "になつ て 
上に 進みます から、 •必要な ところまで 刺したなら、 


用 應と方 祕 の練剌 スン ヲ フ 


12 ) 


免く 六 さ、 


單なフ ランス 刺 紐て 洗 行の ものに いたしました 〇 こ 



.4 色 

»m、 ？ 一 


レー 




苦 


ませぅ 0 

▲材料と 用具 n : フラン X 刺 緒 用の. 五番 «• 絲〕 を、 

« ULK KJ S H 4. し ..！ -raja 

BE 色は 圖に記 入の やうに しました 。ほかに 剌練阶 と 
圖私 の ^ 寫 に% i 紙を 1 意し ます。 


m 方 , l il r f 货は、 5! 

頁を ® = 史 S ": ください ませ** 
m F 九の & fl になれば 
备 の剌 しが も お 膜り になる と 
思 ひます が、 莖と枝 は^ 4 、そ 
の ほかの 於が でも、 ぎと E じ銳 
になつ てゐ ると ころは すべて T 
ウトラィン*ステッチ、觀 |^ の部 
也は バック •ステッチ、 槪や菊 に 

フラット •ステッチ や スロ ー ビン 

グ •ステッチな どを 應 > IJI した も 

のです。 

f 11 くだ 
さい 。 C 荒 川*®; デ〕 


ボレロ、 マフラ—、 手 提に藤 用した 
フランス 刺鄺の 花の 繡方 


『 7 ランス 刺鏽 0 石栴を あ L ら つ /: 

汾レ ロ、 H Jh Q ン、 r ル ト』 

のま i の 晒 ^ で、 の エブ 1 ーン にも サロン エブ 

ロンなどにも « 用できますし、また|阶射づ、をと 
つてべ ル トに 刺せば、 配の やうに 銳來な ものが でき 


口 靜二 k m gc 5) のボレ &、 マフラ ー、 手 提 、幅 
子、 一 にあしら つて ある 刺繍は、 k 紙 附錄の 表 M 
(7〕 の阚麥 、それぐ® 用した ものです 〇 
向の 斯る からに い 彼で、 手袋には 小》 さい 低 だけ 
を あしら ひました。 

▲材 14 と 用具 = 剌 » 絲は 、フランス 刺！ &の芄 « 
« 絲 r 配色は 紙の サ-ジ に# ふやぅ に、 記 Ag の や 
ぅに 取り ^ せました 。ほか tr 刺 練 •針、 於辦を 寫す紙 
f 奶な ど。 

▲織 方 H 枝は アウトラィン •ステッチ、 花は ロング 


エンド ショ ー ト •ステ ツチと フラ 
ット •ステッチ、： {| の、 む 一に フレン 
チ •ナッッ、 葉は スロ ー ビング • 

ステッチの 麟刖で す 0 へす 丨ゲ 
別項の フランス 剌繡の 雉 礎 i 裏 色 W 
と if して鲰 览 に ^ れば、 M め 〆 丄 t ノ 
ての ^ にもた やすく おできに な 
り ませぅ。 

概 は械 めに啦 一 を 蚋し 、 P 

V ん い > く わんと vf つ こ 

に心を入れます ,^ 蓍藤«子) 













草履 や ハンドバッグに 向く 
花 散し 模樣の 

一? 靜四潑 獻〇〇 の 影^2 あしらつ て ある 濃し 


& 齡の剌 縮は、 舶紙 附錄 表" 一〇〇 の國 ちです 。この 
ま iw の k 截を 、ハンドバッグな り クッションな りに 1 
用しても、 紙！ e な ものが できます。 

▲材料と 用具 影は、 ラシ ャに黯 露で 雜し 
たもので、 配色は 布地とう つりの よい やうに、； i を 
靑磁故 にして、 槪を 經 色と えんじ、 ロ ー ズ色 にし 



ました 。ほかに 剌铋 針、 紙 i 紙な ど。 

▲ « 方 |1ぞ證緲で械.に獻し、峨は_ァゥ 


トライン •ステッチ、 M は ロンダ H ンドシ 9 l 
卜 •ステ ッチと、 tt に プラット •ステ ッチを M 用 
しました OM の周圍 を ロング エンド； s a lh , 

< i ) Y ん ザ あし ふ？ 

ステッチす ると き、 ぬ 贫の 境目は 針 脚を 普通 
より 也し 長 Si にしておくと、 一 M づ 、の ®< 切 
がは つきり します OC 集 & *: け 子〕 


クロス •ステッチ 應用の 

衝 の# 苽 




ハンドバッグ ー 

P 4 i 四逛動 (4) の 靨に i 黨の ハンドバッグ ❶ 
は、 I 5 IC 4 紀に一 一十 五 * 細！！：！ の 刺 裏二 於 どり で、 ま W 
た、 (4〕 の 飛は キャンバス 地に 毛絲 で、 どちら 
も クロス •ステッチを 躜用 した ものです。 

▲材料と 用具- 靈 9 飛の 終 ii は、 m 動と i じ 
« 53 にす ると して、！ {形に 淡綠 色、 M に 黄、 _ の 
紫、 鼠 &、 霞 色、 えんじ、 ロ ー ズ色 、オレンジ、 

術 ^ 衫松 です 〇口紗 寫取 (4〕 の ハンド パ ッグの 配 
色は、 〔一一 圈〕 を撕识 麟く ださぃ ませ 0 
▲菱形に の！！ 方 H 〔 i 〕 c ろ〕 は、 於 颭紙 

の 一 i を クロス •ステッチ ー Si とした で、 初めに 

謹 & 鏨 ひます。 

クロス •ステッチの 把し い 剌し放 は、 菽癍链 のと こ 
ろで 料して あります が、 こ、 では C は) の やぅに、 一一 

Si づ 、を 紙に 雜 して ゆき、 ^ は、 斧 鬆の繫 リと 

枝の 一色を 變へて 靴 味を m « しました。 

なほ 、 f i に 一 f -u f とし、 ^ 一 f Tfe 
|:きに、その黯は ^ |:きと於|:|1っづ、碧 


y 



B 

勿 



| 〔一圓〕 ク〇ス •ス 1 K ツ 

I チを 麻 用した 菱形 1: 花 

一換樣 の ハンドバッグ 


〔二圈〕 『ク D ス •ステッチで 山路棋 揉 1: 剌 した ハンド パッ r 』 



にしました 。そして!^ J --. I 妒き の一娜 は ^ を & に阶の 1 Si を クロス •ステッチ； とした 製を、 ^ 0 獻 
して、 M を ボ* の 繫を碧 にし、 Tfe 妒きの 一 S は くださぃ。 

傲を 影に して、 S をぎ ぎふ ひい、 1 スの三 1 i はなるべく 谀らな ぃやぅ にし、 ( へ〕 の やぅに、 
|3^11|に、 ±5 §;きと >^ 护きを愁 5: ,:? にするときは、啦 こ、 では 一目 づ 、を 仕上げながら 色なら^^ 色 
を ォレンジ、 § を 紙と ; fc ^ fe ^ にしました。 1;^ に 全部 剌し 、次に ラク ダ &、 クリ丄 & と 順々 
▲新 味な 山路 横 檄の Is 方 U 〔 1 lil 〕 c ほ〕 の、 胡 贼 に、 山路模 m に剌 した ものです。 

フ H ザ！ ステッチ 應用の 

斤 ンド バッグと 帶 〆 、羽織 紐 

P 4 燴一 gx is a :3) の ハンドバッグと三頁筠既(3) 

(4)の徹八‘13にぁしらった終齡は、露も輙 
し游も 一一の ものです が、 ハンドバッグは えんじと 

_ 、オレンジの 觀 にし、 滅彰縱 で、 贤と挪 




圚 


r _ _〕 『 フエ ザ ー •ステ ツチ應 用の ハン 
ド パ ツグと 帶 产、 羽織 紐』 



i 

ネクタ 

ィ -^ 辱 

4 う 

口 用の 

あゞ い と 

孔絲で 

ブル丨 
と、 ^ > 
い の 一一 
扮 にし 
たため 
すつ か 

り i つ 

た獻じ 

です。 


▲材料と 用具 == 布地は キャンバスが よく、 ハンド 
バッグの 对は 、滅お 令 絲で剌 します から @» の 粗い の 
を、 ゃ 1 德は S : の I かぃのを 率 ひます。 £ は 
なら フランス 刺！^ 針、 対 毛絲な ら 毛！！ 辍針 、 m 
は 使 ひません 0 

▲織 方" cl r c ぃ〕 は & 赖 です。 溶 繼に 斯黯 

して ある フヱザ I •ステッチの 1 で、 初めに (い〕 の 


a さ 

白 丸を 龜 甲に 刺し ま 
すが、 これは、 (ろ〕 

(は) (に X ほ〕 圖 で ！ k 
歌の やぅに、 一一 柄に 
刺します 。このと き 
.卜 S から 一 fff は 
下から とい ふので な 
しに、 二! H とも 上 か 
ら 12 ひ 下げます。 口 

P 黯 して、 

配色を ぎ 究に加 跣し 
ながら"， 41 丸の 部が 
を發於 1 B 甲に 刺し" 

5>の 1: にケ 
1 の龜 S -^ J 、 上から 

それぐ lr ひつけます。 却 / M の SP すっかり 妒つ 

てから ふか ぃと繼 を热 r 、 髮の r へ 歡 


〔一 5 〕 キヤ ンパス に フエ ザ ー •ステ 
ツチ か 應 用して 龜 甲の 棋 揉の 刺し 方 
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します 力、 この だけは 下から 上へ 嘉 ひ 上げ ま 
した。 (以上 3 美 惠子〕 



0 

一 用 


舞^^ i を f て 、 if 勒“、1、 y v _、 

支那 剌 tt の 配色 ^ 龄、齡へ热， ゃ髿 は觀 ひません w ° など、 截 

裝歡 の 機 船は 1^. 一に 觀で 、裝歡 の， のものになると辯の微りに漆紙を使ひます。 

いた 杜辦 に ^ へ * C . 、 どちら かとい へば ® M $ な 8 その ^ 徽の ある 使 ひ 前は、！ |觸 に 刺す ことで、 つ 
その ま.、 g つて ある ことです。 まり髮 抓一 なら 一 & でぎ てし まふと ころで も、 
雜船を ぁしら ふ 泥は、* S か ^ または s 1 ^ 蘇 終 ® の 器は、 P 4 斯 のゃ ぅに ^ 
i ! V 磁は . 曾な どが 姑く fiK はれ、 歡 i は 松 を ^ て m V に！ i ひます。 


li 斯 S は i す •1 ほどの、 1115 は鬆 すぎる ほ 
どの 願 ^ か ^ つて あるのに、 どぅして 願が な獻 じが 

しな ぃ かと ¥し享 と、 ^ に撕黯 する ^ 剌縮特 
S の 配 毅 とよく 觀 して ゐる からであります。 

•齦 i の *? .撕 罄の 

賊 二の窮 である ■は、 四擊 fe 、 M 、 脈、 


5 

J 

r 







用應と 方 轴の站 剌 那 支 

.. - ソ^ へ--. ' 





や 羽 撒、 辦 、シ r ル、 草 瞹 、皆 人，： f , 供 服な どに も 
使 はれる m 寶な ものです。 

次に m にで も 使へ る^^な 圖^ 四稱 御一^い 
たしました から、 新^ S ものに でも、 再® 品に でも 
應用な さい ませ。 

し fc しし 4 おは し# « ひかた 

支那 剌繡に 多い 三種の 嫌 方 

於 那剌输 の繼 放は、 殆ど、 いつても い k くら ゐに 
相良總 、駒 綴、 剌し繍 などです。 

褽 の g し f S げ i は、 ^ 歡 Q 1 と 離 

じですから、斯獻!：：くださいませ0 

▲剌 L « = フ ランス 剌繡 の！！ ング K ンドシ ョ ー ト 

を 何 段 も 繰返して 刺して ゆ 

?! う Jt ふ はりぁし $ た ふ 

く 方 祗で 、針 脚に® 1 をつ 
けて 一 ^ 刺しましたなら、 
(い) の やぅに 次の mx からは 
1 の mi の if の i . つ 

て、 その 針 脚の だけ 剌 

『支那 剌練の 

相 良 練の 方法』 


して ゆきます 0 

さ ぬひ 9 ^<«< 

刺し 緒は、 輪郭から 
-f f — 
i をつ けて 刺します。 
▲相 w « 卩和始 の辭 
阳な 支那ん の i つた 相 

影 vfi って i 



勘な もので、 卟 教剌铋 の 植^ s のが 法とは 絲の州 き 
放が 少し 違 ひます。 r の』 の 字の の i を 作り、 そ 
の输 に附 をく ir らせ てす •く 使に 1 ^ を々 れ るまでは、 
Q '= t 刺^^ 那剌緒 も 同じであります が、 その あと 
を支緲 刺 線は、 (ろ) の やぅに 左手で 絲を呢 張って、 
針に その i をし つかりと 卷 き、 針を >>. に拔 いて 作り 


ます 0 

支那 人は 皆な この^ 一で 相 良!！ をし ます 〇 0« 狀 剌 
鏽の 相良德 の やうに、 特 8111 の 1 說は いりません が、 
玉を 揃へ る ことは 皆な _じで す。 

▲I -裝歡 の i と i •し—、 鲥懸 

く* たさい ませ 0 


何に でも 應用 のきく 圖案を 

相 良つ ぶしで 布置 剌繡 した 帶 


お of 


▲• S の#: 料” P 4 r 一 Mi 藍 0 D ) で齡 のゃぅ に ブ亇 の繫 と、 六 ^ — と、 _ i とを ^ ま 

した 〇, 

^ 5 r e う f - - s f - f 2 & $ 必 

▲雄 方 = ブル ー の 濃淡を 上手に 使つて 相 良 織で 铋 
ひ 埋めた ものを 一！ 一緩 子 
の & に 布® 剌雛 して、 
周圔 を六掛 の M 絲一駒 
で 駒 綴し ました。 

▲應 用一艄 の 机の 一 
つの 國 1 を 御 他が して 
おきました から、 ハン 
ド バッグ や、 長蘅 、羽 
If 、 シヨ ー ルな どに も 
御 利用く ださい ませ。 

• S る 2 ュ 4 I こ 



3 I R O 3 か G 

剌し繡 と 相 良 
波の 圖案 を繡 



俯) に 臨んだもの、そのほか、 ¥ 41报、戴、艇、 
烏、 岩、 庭石な どの ものが # § く、 - hi 等の ものに はん 
« など も 使 ひます。 

觳氍の 1 は、 iii r f 、 ぎ ^ 、 

テ ー ブル センタ ー、 テ ー ブルク ロ ー ス 、練毯 などに 

職 脱されて ゐ ますが、 製の 一繫 をと つて、 講 


の々 噴 評 好 

書 叢 友 之 嫌 主 




mm 


赤坊 衣類 一切の 仕 立方 


わ‘ 

着物を 和“ 


、て 可愛らしい 
齡 を 通じ 四十 五 


穴 十錢 

丨 r - ( 送 六 8 
一ち ゃん 
1 


和洋 附屬 着の 仕 立方 


2+)| |!龈" 桃と ぃ‘は れる漸 &跗值 

(»=: 十齡を 齡び銳 蛾に 一切 公 ^ 


六十 雄 


養® 

K 55 五 


.蘇ん t\\\v r で ^ \ 


▲剌 雄の 材料 
勘 搬の ブル 
1、 勅、 綠など 
の それ の 濃 

と、？ ハ！！ 

の m、s 
を ^ ひました。 

l i ^ 

露 して、 錄 

の if け 螌 

で！！ ひっぷし、 

藍 ！！ l f 雜し齡 にして、 黯を -1ハ齡の_ 一 雜 

で _ をし ます 0 

▲■用" 藉 させて テ 1 ブルク。 i の 周® に、 
または ほかの ものと |§ < み ^| せて、 ^ m などに も 向き 
ます 0 



輩* _ 法 =一ぽ で黯 をす る , 1 S 初 1^ 
基礎の & で 申 上げました から、 こ、 では 半 rn 3 で 駒 勘 
をす る 1 r 口の氍 な飧 1 を、 E 盤いた しませぅ 0 
それは、 辦船を する M を 類に® して、 戴から 好 &^ 
の械 めに S を & き、 繼擎 とぢて ゅく のです。 

▲' S 令な くな つた— ノー fl 」 

11 の ^ りなくな つたと きには" 洞 じ玢 所で 絲を 切ら 
ずに、？？ ひ歡 ひに «* ります と 目立ちません。 

c •多 裏 子： > 


ボン 敕廊 の鄺方 とその 應用 


影 i 招の リ f\s 

一％ 麟を麟 めて ゐた リボン 終 船が、 籍喺 な^* 

を もつ て！^ な辦 ひで 蔡し辦 めて まゐ り ^ r . u た。 

この リボン 終 m は、 ほかの どの 終 路ょり も簡單 にで 
I すから、 把し も騷 のない 放で も、 この fa * — 
になれば 1 臥い やうに おできに なり ませ::^ 

和に ii rf た S を 一一り 覿 ぇたう へで、 新品に 
も m 歡紹 にも どし くと K MJI してく ださい ませ。 

1 r リボン 終 船を して M ! も 驚の齡 るのは®、 
〕. r バッグ、 為の， ¥ 影 ^ ¥ シ ョ1 ル、 
パぢ ル、 クッション* v のぎ 霞 齡 If す 0 • 
斯觯 きた ものを リボン 6 緒で 新しく 赖 较する とき 
は、 ま づ氣を 酿く撕 らな いで、 s 放 H な もの 
を！ 3 けて、 を撤 めない やう S ふこと がた 切で 
す。 舻鉛が ひどく 撒んで ゐる ものには、 模 ，のと こ 
ろ だけに 戴がちすると « 知になります。 

阶波 厢リボ A と につ， ^ て ^ 

終 m 脱の リボンは、 1 1 ふ も S ょつ て お* 好みの 色 

を ■にお 避び ください 。終 S 齡は累 終 路と 同じ 
截を賊 ひます が、 賦戰な もの や 以さ いものに 剌總す 
ると きは 辩 でもよ く、 ほかに 群、 S は ブラン ス 
6 黯のあ まり S くない 七 ^ か 八 r か lr ひよ いので 



な ものを 選 ひます。 
昕 でも、 リボン 刺铋 


<38 


す〇 Tfe l を 梳に g す S は、 黯か赫 の を 船 
於します。 

布 ^ について 
リボン 終 どんな 11 にもで きます が、 た W * リボ 
ンの_ が！ I よわは 齡 いので、 觀も できるだけぬ 井 


に齡 もしつ くりす る 


繫 、驾 I 

T ii デ、 天 镄絨 な 


、とです。 


鼢 案の 

ぅ 0 

寫し方 

配紀の i » が ぁ il 
ば、 盤の B ft 於 離 勵と一 傲に します 〇酿概 の 
な ^ 部は 齡 みの & 銳を& 紙に _撕き、 

s ±5 に械 をおい & 齡を衫 r 、 して 影を 
i すので すが、 製 i ゃ鐽で f ない 1 
は、？！ の證阶 を？！ ^ におき、 敷 通りに 
繪取 ります。 

篆 脔啪の 種類 


( 17 ) 


用應し 方 铋の祕 剌ンポ 





簡札な-平 11 や 緒！！、 C 剌し繡 ともい ふ ^° 辩み铋 、槪 
繍 、相 良 練が 茶 かとな つて、 それを いろ <に歡 似 
させます 0 

▲ IMI . - S を i 獻 になつ て、 に 紙を ！ f 
し、 C2) の 裏へ 拔い て、 リボンの _ より 仏 持ち狹 い 
間を おいて C3 〕 の 刻に 阶し 、この 帝 に リボンを 

交 之 す ‘ T > & ひかぎ いと 

平に汍 ベて 繍ひ 進みます。 平 陆に限 りません が" 絲 
をで きる だけ®? i に 使 ふためと、 摩くなら ないた め 
に、 布 裏で 把を 離さず、 裏 圖の やうに すぐ i に tH « し 
て繍ひ ますが、 槙？ ； ii によつて 輪： f 鰣へて もよ く、 
圖の やうに 獻 & の 差を つけても です。 あまり » 
の 短い ときは、 裏に も リボンを 敗して、 51 « 撕 縮の 
私 領でお 緒 ひく ださい * 〇 リボンが 糊れ たり P 齡 g に 
ならない やう、 目 打で 形を 整へ ながら 練 ひます 0 
この 繽方 は、 & でも 盛り上げないで、 1 .にしたい 
場^ に 多く 麟 出されます。 

▲ 8 ” 1 は！： £ぺ1 じです が、 (ろ) の や 
うに、 針を 表へ 出したなら、 針を _ にくる < と 
11 して リボンを 皆つて、 (1X2 〕 の截黯 に 配つて 
ゆきます 。リボンを 戴へ^; くと きは、 枝 和の 掀齡と 
时指 で、 いま 一ぎ 槎りな がら 戴から 销 t で 卯く と、 
岡く « い氟繽 がで きます 。我 斟歡妒 でしたら 、純め 
に 弛く 槎つ ただけ で どん < i して ゆきます。 
▲拜み 一 T : | に f g ひます 。■は (は) の i 
の！ If の やうに、 まづ參 f ( i の 刻から 露の ¥ *$ 

J の獻へ & いて、 鬆ょ 為 し i れた粮 f >) の 

表へ 出し、 左 菊 先 C4) の 裏へ 妒ぃて 、銳挪 で リボン 
を 跪に 激して g 素 C 50 の 対へ 阶 し、 相は 繫の相 


«(6〕 の 裏へ と拔き 、この あ 働で 繍ひ 埋めて ゆき ま 
すが、 廣が りになる h 形が i くなります 0 
(は〕 の祐侧 の 菊の やうに 批さ ぃ審が 途种か らつ \: 
いて ゐる ときは、 都 免の ょいと ころまで ^ きい 紫を 
繡 つてから、 §さ い 紫に 移ります が、 すべて リボン 
を 無 & にしない ため、 11 つ S ： の 葉は 針を 出す 順序を 
圖の やうに! I へても 構 ひません。 菊に 丸味の ある も 
のは 丸味に 沿つて、 葉の 輪 f 描へ て ir ひます が、 
薇 薇の 葉の やうに 術の ある ものは、 とげく した 腺 
じを 出す ため わざと ド 撕ひ に辕 ひます。 

▲3 i fe 4 i ぃ fll ふ— の 1 で、 そ 

の 此の « さに なつて 針の¥ 序を (に) の やうに！ 一 へま 
す。 細梭 のとき は 重りを 浅く、 太 1 はもつ と艇 く、 

黯の； ^.め毅にして辕を1きめに1す 

るな ど、 晒 案に よって 辦嫩 して お || ひく ださい .〇 

▲相 K _ = ( ほ〕 の やうに、 裝歡 の 歡 1 i と i 

じ 方 抵で游 の 松な どに 使 ひます 〇对き めの©^ にし 
たいとき は釗 に二卷 します が、!！： 通は 一卷 です。 




リ 


し V V ん ft い %4. ^ 

ボ > 剌繡 全 * の 注 鳶 


';• ボンは 絲 ょりも 幅の ある もの だけに、 針目 も大 
きく 明きます から、 あまり 間隔を f §- めぬ ことです。 
絲で縑 ふ ^ 口ょりも、 針が どうしても 通りに くいた 
め、 刺す とき や；!； き 拔く とき、— にがを 入れす ぎ 
ますので、 リボンの 引き 加 « z に氣 をつ けます。 

ぼかしのと ころへ k 』 が 縞の やうに 越ぶ と、 对そ 
う 見苦しくなる こと も 注 患を ^ します 〇絲 の繼ぎ 方 
や 後始私 は 印# 剌繍と 一 じです。 


若 向の 帶に應 用した 

影 事な _ 芜檄蟛 の 霧 亦 

p 4 i K 染齡 C 4) の i は、 歡駿 の _(4〕 の れ はぉ％ k 射 だけ〕 服 4 は髮 i の彌を ■して i 

用 ^ ください 0 

▲耱 方觀の (1) から (7) までの f の _ を f 
上げます と、 (1) は 流れ g が！! とい ひ、 〔二！ □ (い) 
のゃう に-綴 かに r s ^ ふとき は、 S に _ の 
等分 稅を 描き、 それを £ #$ として ^ ふと ^ ^ しませ 
ん。齡 难は_へ 紙を 阶 して、 把し 11 れた ところへ g 
良 繍 をし、 獻 110 の 一段 目を ぐるりと 链つ てから、 
一一 段 a - 、 三段目と 中 ^ へ 埋めて ゆきます 0 
C 2) は、；^ 一と 相 良 獻の鹏 ⑴ ですから、 〔二 r の 
c ろ) を E r ださい。 (3) は！^ で、 を搬へ 
ず‘ 妒に蒙 1 しらふ だけです 0 (馨繼 の 雲 
麟 ) C 4) は 磐！ § i 旭で、 (1) の g を 於 ふとき 織び 
玉の 中央へ 目 打を (は) の？) の やうに 刺して、 リボ 
ンを i へ 州き、 すぐ ■から ifu 4 を ■へ 邮 し、 i / i :' 
の 元へ 針を 戾 して (口) 9 やうに 止めます。 これは 三 
つを 一鉱 にして、 (ハ〕 の やうに II ® をつ けて 埋めて 
ゆきます 〇 (5) は、 綾 痛と 一 じで酿 く 緩を かけな が 
ら 、齡 i のない T に i めます 〇 ^ 靈の 猶議 ：} 
C 6) は 平繍の 應刖 で、 (に) の やうに 太き い ^ m だけ 
賊 に！！ つて、 職の 尬 嫩 を％ に & ひ、 厭 r 繫で槪 
漱 一 つくの 輪郭を 線！！ にします 〇 (7) は i れ歉の 
感じを 出す ため、 c ほ) の やうに 於 §を 齡剛 なく 腿々 
に埤 めて 盛り上げた、 半 瑳の槎 紙 にします 0 


實； i ® 装を 利 MJI した ものです。 この 圆 1 はお Silk 
度い ものには 1 :に でも 蒙 > lji のでき る もので、 私は 亂 

1 飾に、 この 鬆 を阳 r fe にして s の i デの S 
んちや んこ に撖 つて ^ 上げました ところ、 ^ そぅ 喜 
ばれました。 この 取 も齡 いものです が、 以於た ない 
地紋を その ま、 艦 > iji した 再? jf 品な のです 0 
▲ S の 材料” 撕黯の リボン S や f にょ 
ります が、 C 1 困〕 の® 1 にある (1〕 の i は、 i 色 
の. ぼかしを 一把 f 、 (2) は iif 一 把、 (3) は 赤ぎ 
一把、 (4 〕ば クリ ー ム色 のぼ かしを 一把、 (5〕 は 漉 

ぃ撇 妒一妙 、〇 〇は&妒一 ^ 〇〇はひか爲 

のぼ かしを 一一 把、® 时の喫 •は 札 どの ぼかしを 一把、 
葉は i 色の •ほかし を 11 r 紐は 以 -4 の リボンの 卸り 
を 三 把 射ぐ らゐ 、匂 ひには 黄 粒 一把、 站糾少 々 o ' ( こ 

〔|圓〕 『藥玉 校 漾の H 案 .8 



1 き® (繞# 繚— ) © ( f 纊應 用) 

J7 %•••/ ^ I — . — 



(皆 

($ 缭應 用 ) 

e 




©(率 繍無 用) 

fT^,^ J 

c ^ i-l yi r 


3 換 

■= 樣 

この 

藥緘 

玉 方 


が、！ i f 、 いづれ もぉ髮 と ■です。 ^ げも 
斯步 のと ころを 班 it してなさい ませ。 (¥ lut みよ そ) 


货の ほかに ^ ^ をす ベて 歡繼 (- 攀 獻 _ じ 
で ぎっしりと 纪 ひ埘 め、 种辦 の ® は、 淡紅色を ( へ ) 

シヨ— ルに 應 用した 

歡 らしい 粑 11 ' の継尔 


の やうに、 Si を 5 に錢 
つて § 1： を あとから 練 ひ 
ます。 困 知の 下の 方に 散 
つてゐ る 似 k は、 齡 趣 り 
を滅辦 で贼 11 にして おき 
ます 〇 i び S は 線 雄の 幅 
を？！ し獻 めに して 、 ^ 

一、 靈の三 S で！！ ひ、 
械の i は繫ょ く、 ( と ) 

の やうに 敏ひ ます。 菜は 

ですから、 ぼかしが t ふ 
やうに 注意して 11 ひ 、 M 
於で 露を A^ it ると、 ぐ 
つと ^ 一ち ます。 

谳 侧の 奶钹 は、 薬： 土を 
乳 射に した もので、 たれ 
は 總だ けを あしら ひます 


可 

P4 r 一 鬚 2 (1) の シヨ - ルは、 私 ' f こつて り 
した ik 影に、 1 K らしい ■の リボン 棒 £ をした 

ものです 〇ショ ー ルの ほかに、 マフラ ー、 ドレスの 
^^、和纪、ハンドバッグ、$子、ネクタィ、ハン 



カ チ 1 フな ど、 いろ ^^ と M M 14 し -t 頂き ませう。 
▲材 it とも 一！ T つ、 あれば！！ です。 的緲 
獻 » のは、 && が • 影ぎ； かし、 勿 _ は S ぼ 
t: 、 m は 1 T の ^ ぃ、 ぎ | § :.^ ぃ、維は截、 


〔_■〕 『可愛らしい 花镝を あしらつ たショ h v』l 
これ だけの 網 & された ^ 選びました。 

▲ M 方 r 和 邳龙 つて 酹 擎 寫す のがむ づ かしい と 
きは M ?. に &敕の1 を r て、 艇 と一嫩 に ^ ふ 
なり、 ハ なるべく 啦 れ剔 いれに して おいて、 あと 
で 艇を W り阶 る。 fe で'! 翁を ねせ て 嫌 ひ、 fif 妒 
に 蒸 氣で 毛羽^! てます。 

は、 リボンを « s[l xl で ^ 丑が から i fx (s 
十 HI lr ) の 殿 さに W って、 一求 の ® 敬を 細 
かくぬ ひ i め、 〔二 kx い) の やうに 縮めた 耳 & 

を 於に、 搬鍵 に がら 舰の譜 でと ころ 
どころ を械に 如め て掷 & らしく 整へ、 齢 後の リ 
ボンを 辦に & って、 ^ SL « たぬ やう 止めます 0 
抓 藉は五 獻 と四獻 の 二っが ぁります が、 

ちら も ci fr x ろ： J の やうに 、 M •かか 斯針を 使っ 
て ふっく りと & かし 誤に & ひます。 付の® ひ 

は鬆の_を1一 « 夥 1 歡の證妒に 

1 j つ て、 ffi か _ 一つを々 れて ゆきます。 

g も砰黼 で、 (は) 酽の蹤 りに 靶ひ、 k 後の M 
嫩二っ だけは S めに リボンを 卷 いて、 i に艇し 


たま、 止める と、 ( 相 良繍齡 ⑴〕 堇の紀 じが 
ょく 出ます 0 

挺は、 フランス 刺 紐 二十 五 祗の 綠絲二 本 

で 1 撇 にし、 i は t み f 髒し て、 鬆 

から 左 相 交互に 繡 つて ゆきます。 

ii は リボンを & っ て 械 めは齡 に灘 し、 

C に〕 の やぅに あとから？ i 互に リボンを く ir 
らせ、 ® の紀を 粗く 線 !! にす ると、 模樣が 
MB ります から、 〔一 & 〕 の やぅに _ に 
あしらつ て 撤 ひ、 剌轍が できたら、 裏から 蒸氣を 當 
て、、 製は ^ * い ブラシで M く齡っ て ® します 0 

I 老一 一て 4 こ 

(劣 谷 蝶 子) 


f lr r 《線 方 ) 



線 練 
.相 良绛 


(知 太 &の菌 衆) 



紙た^ 7< tf 分 ( Z 及“)- 
(前桉 後の！] 案） 



用 應と意 注 方 練の. 練剌® 布 f 2 o ) 


布 

© 

剌 

m 

の 

繡 

方 



で j » —札 こ 


力 協 策 困 


附卷 

錄末 

主 

嫌 

日 

記 
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友 嫌 
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計 

■瑪 5 


が輕 气 の 輝 
でに 主 御 か 
き面皞 家し 
る 白 之 庭い 
大く 友に 皇 
評紀 家' 

判 

(〇 一 

で* り 家れ 1 仲… 

ffiSS 計て は 制 百 

器|套 薄 、絕に 年 

い 帳 掛でひ 對應を 


e く 友に 皇 

努 け 針 物 二 

)ら 知 千 

〔れ 1 ^ 統六 


矿 值剌繍 は 柄、 地質、 色 粉な どの 1 •命せ にょって 
圖电も 生きる のです から、 Sr か 初めてな さるには 
まづ豳 t ポスタ It な. どから 截へ て、 寊辦九 の 
_ を 描いて みる ことです 0 
trfc i が ギ ましたら、 游 に！ 3 の激 ぴ游 です が、 郝 
ゃ綠ャその他の願色は^-總になりますから、どんな 
ものに も絕見 に 用 ひない ことです 〇 51 を もし 使 ふと 
きは、 I 色 だけでなく、 獻嫩二 色 か、 く すんだ もの 


を 選び、 配色に 慣れない 放は、 なるべく 酿色於 統を 
選ぶ と 1 ife です。 

以上の 戴に 免 激して、 ハンドバッグ や 撥 着、 羽織、 
網 服な どに いろ^^と ェ为 して ごらんなさい ませ。 
i ^- や 仕上げは、 別項の 日 « 剌铋 や プラン ス 剌嫌と 
同じです から、 M 當に廠 用して ください ませ。 

次に、 价置 剌驗の 麟用 私 を、 11 三 ili 於いた しま 


s さんが ' I T & めら れなぃ とぃ ふが mg の^! 
屋鄕を 持つて 相 1 にかえら れた ので、 (い〕 (ろ) の や 
うな 圖 4^: つて、 その® 徒に ^: 淸剌繡 させました 
のが！： I 辦一 頁 m gcs ) の 僻です 0 

溢 ligQf 、 g 議と螽 へな ぃ M な 

中年 向の 帶が できました。 

▲布 a - w M の 材料 n 雜 gg のが 瓶 だからと いつ 
て も、 いざ 集めようと したので は、 い、 ものが なか 
なか 思 ふやう にない ものです。 W 頃から 氣を つけて 
6 '、 耜 、縮 紀 、毛歉 物な どの 小 也を、 船し いもので 
も 古い もので も 構 ひませ んから 、集めて おくと? < そ 
う電资 します。 


おび 


帶の 再生に 應 用した 

こ r れ ” 1 9 アツ プ f ブケ 

小 布 利用の 布置 剌繡 


.抵 |<. 个 れ v \\ l ^ ( lco s 



.餘尺 r OD で \\龙/» 


❼ 


観は tsci 地に 黑) と靑 色と 亂 色と 藤 f 使 ひ、 
枝は 淡 茶と 黑 にして それ f の 形に 切り、 ほ つれる 
ものは 裏から 轶 糊を 細く！： きます。 

探 繍の絲 は、 どんな 布に も槎 の强い 織!！ が、 私の 
& 驗では 一既 よいので す。 色は、 M の齡に r ふ もの 
を お選びく ださい 0 

▲纏 方= ほかの の 齧と i 傲に、 まづ蕊 を i 
します。 IT ふ 順序は 中 仏から 衡 瓲〇 へ、 批さ いもの 
から 大きい ものへ と 順々 にか VT つて ゆきます が、 こ 
れも いろ < 硏究 した 31 妈、 練 絡は (は) の やうに、 

5 ちどり 也 ひ 2 

なるべく 么さな 千鳥 緒が 一番よ ろしい やうです 〇し 
かし、 (に) (ほ) のか VT り 対で も模 S によって は W 立 
ちます 0 

斯の被 は、 心を 相 良 亂 にし、 対い 枝には シャドゥ • 
ステッチ (フランス 剌祕の 蘇 礎！! の 項 ^ 一:} を 白！！ で 
嘯 ひ、 陰影を つける と 枝がず つと 浮き てきます 0 
▲注意 = 布置 刺繍 竹 地が 薄くても、 なるべく 裹打し 
ない ことです。 奶來 -^ りましたら 、研 i を ごく 通 
备 いて、 梭 m 全膛に 森を 虼き "表から 献を當 て V 
アィロンを かける と、 びんと 什 上げが できます が、 
色が 黎み 阶る やうな 心配の ある ものは、 アィロンを 
かける だけになさい ませ ^ 加 知 ^ / 


アタ プリ ケ iJ CA 力 /; ち， フい おぅ よぅ 

布置 剌繡 の繡方 注意と その應 用 




お ！ b 


ハンドバッグ や帶な どに 向く 

妒歡い が 狍の狖 置 ^ 繡 

P 4 11 一 K 謎 2 を靈 ください ませ。 鏨 i 縱 i の f 、 Tfe r f 離かぬ！ k に i をつ けて S 


り、 配の やぅに、 把と 匂 ひと 葉の 周圍は スカラップ • 
ステッチで、 莖は アウトライン •ステッチ、 句 ひの ^ 2 
はフ'レンチ*ナッッで * らしく ^ ひます。 

11 知は、 フランス 剌 鮪の 茶^! の 項を 卿 鐵麟 くだ 


» り 言 あ f I 

さい ませ。 (有 山縷 子) 


pfi 

支聊 m の ® 色に、 可愛 ぃ小槪 を ハンド パ ッグに 布置 
刺 m r しました ところ、 女 8 f 生 好みの @ けした もの 
になり ました 〇 • • 

概 の歡き 妒を & へて 刺な 〇ク ョンな りに ^ 供 
服なら M とか 振に、 また X . ブロンな どに 用 ひても 可 
愛らしいで to 

▲布蠹刺鼸のぶ料^矿ぼ^をする概は：とんな 
触で も^ | です が、 これは 04 靜酿 « で §覽 の やぅな 
美しい 色の 木綿の 小袖を g •色よ く ^ ひました 〇緣か 
がりの 絲 は、 槙辦 の M と 配色の よい フランス 剌轍絲 
の 二 十 ? 1. 截 CIII ) を f ひます。 C P 4 繪 のは § 

▲钂方 = i 奶 4 縱？ ii (8) の i 楚 &蒙、 それ 
ぞれの 靡に ょっ て、 戴を 鬆紋に截 へながら 獻 
しとり、 勝 や 築は ISIJ 1 に圖私 配りの 盤 總を 作って、 用 
1 ハンドバッグ や. 帶 1:1 向く 小 花の 布贤剌 域』 歆の M 
又 5 プツフ • 發 を、 そ 

の赖一 

りに挪 

ふぃ 

て おき 

ます 0 

ステッチ この 



ドレスが すつ きり 映える 

布置 剌繡應 用の カラ— と カフス 



P 4 靜一 l Kt m @ Jb (l ) を 御 ^ ください 〇白い カラ ー と 
ヵフスの、 紙 辦阶な 献轿に 肥って 銳い和 瓶を 布* 剌 
繍した 、辩い 人 板み の 一紕 « 〇 頭文字な どを 布置 刺 驗 
する の もよ ろしいで せぅ し、 缺 の ドレスに 調斯 
させて & 敕やぎ をい ろく 御エ先 なさい ませ。 

▲布 Ms の 貧 U 

これは 白の ボブ リンの カラ ー 


と カフスに、 模 m は 1 の 4 i ブリンを 使 ひました 。布 
地 や！^ どは ドレスと 調和の ょい ものを！ くだ 
さい ませ。 

▲ « 方" まづ ■に 一が (四/〕 涵 りの潑 をつ け 

て1 の 2 ち §り、 1 S 1 へ f ひった 
り： &り ますが、 角々 のと ころは、 ごろ^^せぬ やう 

かた 


肖 SS 鞞 p ii す に、 圖を耷 照 

して Is 
く 切り、 ほつ 
れな いやう に 
糊で 止めて お 
ぎます 0 

『カラー や カフスに 向く 布® 剌轴』 ガこ 、配 栽 
の位遛 を 考 へて、 カラ ー や カフスの 上に 模樣 の M を 
据袅 、動かぬ やうち ょつ と 糊を つけて 貼つ たなら、 
5 ヵ タン i で 餛の齩 一 i ぐら ゐを贼 って、 
細かく まつ、 て ゆき、 角々 は圖の やうに、 ^ に!! を 
潮して 押へ ます 〇、 . 

このまつ ると きの 針 H が あまり 細かす ぎます と、 
びり <して綺麗にゆきませんから、撕注费なさい 

ふ 64 u ki 9till 

ませ。 (古 all 美 惠子〕 


ペイン テツ クスの 描き 方と その 應用 


ペイ： 


資用 的な ペィ > テックス 

•ン テックスと いへ ば、 聲一 ^ 歲 として、 
一概 の A ? には あまり K 用され てゐ ませんで したが、 

餡の 1 も に、 i では f 鸛‘ 製獻と 

して歡 趾 されて まゐ りました 〇 
腕、 着 ^ 羽 傲な どの 拥には 勿 ii 、 毅紀 、灰 血、 

r ?r fi 

つた ものへ すぐ， くこと がで きます から、 ^ «, « # 


には 特に® 適です。 

ダ に、 抓め てな さる ^ も « り 易く、 基が となる 
ものを 一通り 申 上げ ませぅ 0 

r い K 5 そ* 

ペィ > テックスの 0 I 描 ひ 

ペイン テツ クス 用の 繪具 は、 レリ-- フ •カラ ー( 固 
& 具〕 十五 色と ソリッド •カラ ー(^4 繪具〕 四十 五 
色が 致と なる もので、 これは 11' 通の， 具と 同じ やう 
に 自由に 混ぎ がで きます。 


ソリッド •カラ ー の时 には、 ウ ， 

ル ケット (議) 、辱 i 、 


■ル (毛^^) と、 シ 
クリス. タル (硝子 玉 
で、 ホワイト クリスタルは 玉の 大きさに^. 小が あ 
る。) が あり、 それ 0 の 使 ひ 放は 後の方に 申 上げ ま 

ゆ I 

す。 そのほか、 メデユ ー ム 油と シン ナ ー 液 (どちら 
も齡 i を 溶く に姬ふ o ) s 發油な どを 使 ひます。 

けた もの！ &を椾 へる 必纪 はありません 
から、 撕き放 のい ろ <がぉ 嫩 L になつ てから、 C 
齡な もの だけ 卿 用 费くだ さい。 


2 


便利な 用具 一櫬ひ 




AB 



ra ィン チック K の 材料と 用具 一 描 ひ J コーン 

(パ ラフ 

ィン阶 の 

1 ? tt ? s 

1 、和の 
ごく々 r 
ぃ^ 4 秒 
または 対 

I 、 1 、 

00 

?0 たん 金ん 

錤 、炭酸 

4 龜 

妒) が Ml 

一一 三枚な ど鄢備 します。 

了 艚の描 き 方 • 

辦心の ある 游なら t 繪な しでい きなり 鹏ひ のま V 

に 描く ことができます が、 普通は 下 i を 描いて おく 

と 失！ f なくで きます。 

队地の ものなら、 ^ 酸 紙を# の 上に おき、 その 
上に 困 t 描いた k を 紙せ て、 1 かぬ やぅに 周圃を 
I 錤で 止めて おき、 縱避か 11 ^ で闽毅 通りに W きま 
す。 これで 職り 難い ものは、 國截阶 に 白の n 1 ンで 
ifrl i ^ i りに 細く 嫩描 をし、 (『 3 1 ンの 描き ^ 斑 
照： > すぐ⑴ 布の 上へ 當てが つて、 上から i く 1 へる 
とはつ きりつき ます。 このと き、 圖案奶 の 裏侧へ 描 


かないと、 i 毅 の鮮相 が 逆になりま^^ ら斯注 111 く 
ださ ぃ“級 、 4、 S & など も、 この _で& 
けばょ いのです。 

ごく il の ものなら 、困 私の 1 を g の T ] k に 前ね る 
と寫 ります から、 その ま、 繪 具で 描いても ょろしい 
でせ う。 

@; «; •一 k *. の 俛ひ方 

槪概 と、 娘 搬に する & 部が ぁります が、 贼概 にす 
ると きは、 3 1 ン 、つまり 筒 袋に 15 具を 入れて、 搾 
出しぬ に 把く のです。 

轟 n 丨ンの 作 9方 11- |5具と一緒に資つてゐます . 
が、 ^ 自先 で簡歡 に 作れます。 まづ パラフィン 紙を 
(ろ) の やうに、 幅 
一一 ^ 七 r 五- 0 S 
三寸 (十一 ^ 五 / ) 
に 切り、 (は) の や 
うになる ベく 紙く 

1: 夺 5 ご；^ M 

海 斗 形に 卷いて 端 
を 糊で 貼ります。 
n 丨ンが 和 完全に 
できて ゐ ると、 ど 
んなに 和が 熟 铁し 
てゐて も、 きれい 
な ^ か 描けません 
から くれ も ^ 
注意く ださい。 
▲3丨ンの推き 


V 丨ンの 作り方と 
粉 具の 入れ 方』 



• K = a l ン妒 は、 •へ ィン テック X の生献 ともい ふ 
やうな もので、 これが 上！^ になれば もう 一人撕 と 
いへ ませう 0 初めての ^ は 何より ^ I に、 nl ンの 
描き 对を H 習なさい ませ 0 

まづ & み 色の 固 S ^具を n 1 ンに入 れま すが、 
一度に PA れ ると、 T ンが财 れた り繪 具が は 
み 出したり します から、 三 射の I くら ゐ入れ るの 
が 丁 野よ いのです 〇 入れ るには 撤 具の チュ ー ブを 
コ ーン の！^ へ 押し 入れ 、徐 かに チユ ー ブを 押して 
搾り 出します が、 コ ー ンの口 や 手に I 具を つけな 
いやう、 注意が gg です 0 
I 具が A 8 つたら、 平に おいて、 (に) の やうに P 4 

对の飛 を禁矗 へ、 鬚 か 一 の 一為 の撤 f 

3 fcl の 方へ S ります 。そして、 nl ンの ロー 瓜を C ほ) 

の やうに、 初め 兩 脇を 斜に 折つて から、 三つ か 四 
つに くるく と奶 りた、 み、 コーン の 先を Jm 直に 
鋏で 切ります 0 

切口。は、|1?^4綿絲一材くらゐの対さにします 
が、 もつと 対い 線を 描きたい ときには 太き く 撕け 
れば よろしい のです。 

これで 整 ひました から、 さて 描き！！ め ま 
せう。 

(へ) の やうに、 掀 指と 於 指で コー ン の上斯 を 持 
ち、 下 & 通りに コ ー ンで 1 を 引いて ごらんなさい。 
この あ 領がな か <大奶 なのです 。二 本の 一形 で% 
具を 輕く 押し 加 把に して、 少し i に 持ち、 心持ち 浮 
かせ 氣 味に 描く と、 きれいに でき t す 0 
t が 太くな つたり、 細くな つたわ、 また 切れ 



-ンチ ッグ スの 基瑰に な •ろ 描 4 . 、方い ろノ 
になつ たりし ないやぅ、 充 ^ 5 練 ® なさい ませ。 

nl ン の ^ ^ か 少くな りましたら、 丁度 チユ ー ブ 
人の 鉼磨を 使 ふとき の やぅに、 口元を だん り 
た、 んで ゆき、 3 fei はとき f 小 布で 拭く とょろ しい 

M や！ f の il は _、 Mi を だけで 1 :^げ て 
も いものです。 この 上に 粉末繪 具を かけたい 場 
啟は、 riKE ルの 姬 ひ ^ を 靈くだ さぃ。 



▲繁搞 姑に 輪郭を 總 ず した 做 や 葉の 中を i す 
ると きと か、 教槪 輪 i なしで 油" f Ai に 描きたい とき 
には齡«にします。 

まづ チュ ー ブの & 具を ほんのが し 小皿に 出し、 メ 
デ. 11 ム 油を やはり 少し M へて、 I でよ く 溶き 混ぜ 
ます。 和 さは! I で 撕 けて、 油が 布地に 滲み出ない 程 
度が よいので す。 そして、 一 描の！^ を ハと) の やうに 
制るな り、 (ち〕 の やうに 一 ^ 風に 描くな り、 あまり 
駆くなら ぬ やうに^ £ 意く ださい。 

によつ ては、 固 讓 具を シン ナ ー 液で 溶く と 
さらっ とした 感じになります。 

慧 固 _ 具を つけて® いてし まつたら もう 
_に落 ちません から、 もし' 1 を 汚した やうな とき 
は、 すぐ 油で 拭き 除つ て 頂きます。 

vth ツド •力 u\l つか t /t 

粉末 繪 具の 使 ひ 方 

n 丨ン か、 または 筆で tr * いたま、 でもよ いのです 

f AZ せい 言 5 ゾ， 

が、 更に 美しく 精巧な ものにする ため、 この 上に 粉 
末檐 具を 好り かけます。 

ですから、 ゼに貧 く 固®^ 具は、 なるべく 於り か 
ける 粉末 繪 具と 似寄りの！^ お 使 ひく ださい 。例へ 
ば、 M 31 を かけるなら 黄色、 ^ を かけるなら 白と 
いふ やうに 0 

食— 具の 瘧# ^ U 撕 ぃた贼 に、 辯 g 

振り かける と、 丁度 金 絲 で剌战 したやう になり、 銀 
» f を かける と、 級 絲の胰 じになります。 

また 毛 粉 f かける と 毛 絲剌链 の やうに & え、 絹 
粉末を かける と、 庄 « 刺铕か と 於 越へ る やうな 效巢 


>5^ 1 4 : 二 C Q 

SJ « tt 5 i ^: を 齡ふ妒 部は、 下の 賦^ ^，ル を 敵に すれ 
ば？！ に、 m 穿ら 靈 になつ て、 Tl r ヒ丨ズ 6 S の 
やうに、 形 ^ にきら く 映えて 美しい ものです 0 
▲粉 Ilfu A o かけ 方 H や ^ 搬が粧 かないう 
ちに、 ^ の myK に、 f ^ M しづ ^ り 

辭し、 r ごく！ r ぃ 聪で、(り〕のゃうに靜 ^ に 
g 私な く M ** きつけます 〇艇つ た 餘 分の 51 は、 艇にで 
も！！ きとつ て、 元の® へ戾 して おくと、 が あり 
ません。 

なほ m 象したい ことは、 固 _ 具で t 色に したい 
& M だけを 撕 いてし まつたなら、 すぐに 粉末 繪 具を 
，きかけ、 また 8111 の 包 のと ころを 同じ やうに 繰返し 
て、 133 づ k 仕上げて ゆく のです。 

也 キ げ 

製 J 15 つたなら、 ^ で窮 に齡 かす ことが 韻 
で、 妒- つた ! |^» さに もよります が、 少く とも 一週 fai か 
ら一 181、 傲に よつては 一 取 も槪 かす S 典が ぁりま 
す。 すつかり S いてし まへ ば、 i をしても 揮 把 油 
で 拭いても 齡 ^ に 落ちません。 

これで、 ペィン テックスの 茶 « になる 描き ^ の 一 
通りを 申 上げました 〇これ だけを よく ® S えてし まへ 
ば、 あとは いろくに エ 於して、 に、 再 一に、 
& く應用 なさい ませ 〇な ほ萤； i などを m する 場 八 OU 
は、 こんど 染めても また^! の ペィン テックスが その 
ま、 殘 ります から、 いよ^-最後の 手 とな さつた 
飛が よろしいで せう。 


n 丨ン 描と 筆 描で 

花模様の ハンドバッグの 描き 方 

製で 髮に— r — を S げ ましたから、 そ 
の麟賊 紙と して、 P 4 絶 四 K m 動 (2) ii お @» にかけ た 
ハンドバッグの f r 、 放を IT 黯 しませ ぅ。 

この & 截は、 影、®、 クッション、 テ 1 ブル 糊な 
どに も 向きます。 

▲材料と 用具 = 找 はお 板み です が、 固 棟 繪 具の 淡 

P 色、 ぢぃ、影、 ¥ コパルト、鬆 ^ など、 

これは、 なるべく M い！ j 數 で、 自由に 混色なさい ま 


〔一画〕 同じ 闽案 

を 應 用した ハン 
； ド パ ツグと 草履 



_ 


零 


せ。 ほかに 賊辦、 船 
5 1、？ さぃ f J 

イト クリスタル、 (白 
い 硝子 玉) メデユ ー 
ム⑽ など 0 
用具は n 丨ン 、纪 
は 描く のを 一本と、 



づ ^ 

粉末 繪具を 刷く 毛， 

の ^ * ぃもの、# 「 

ぎら * い i t % 

皿 二 三枚を 銎 

ます。 

▲推き 方 = ( 丨〕 

• bl 圖〕 の模 於の 
下繪を 描いたら、 

ft — H ふ いろど f 

記入の i の 通り _ - 

まづ f く 1 1 f 

はすべ て 故 の韶 .、，'ふ 寸立介 
&を从 れた 綠 

ンで if 、すぐ ： 

に 組 &‘を 刷き かけ 
ます 0 

? I の i 一 
令 B いろ レリ- 7 I 

郭を 、黄色の 固煉 
繪ルで 下辦配 りに 

n 1 ン撇 し 、 M i r 3 SJT: ノ H 
を f ます。 A 5 J!JL » t ;fs Jy 

■は SiS です が、 _ 二 r の T に _ 
のをで、 像％ の贼 にっかぬ やぅ 中を 塗り 埋め、 ホ r ' 
ィト クリス ダルを ^ • りかけ ます 0 

これで 把き - hs りました から、 t で № 0 て もっか f 
くなる まで 充也に 1 かします 0 




おび 


帶 にも 向く 圖案の 

近代 好みな ハンドバッグ 



ロ ソ 線 四頁寫 眞の 
( 3 ) で お Si にかけ 
た ハンドバッグは 



クス 


布地に ペイン テツ 
で栅 いた ものです が、 和 擦れした * i ぃ狗ハ ンド 


ネクタイ や スカー フを 

手輕な ペィン テックスで 再生 


产* ネクタイと マフラ 1』 

0 


『A ィン テツ グスで 生かし r: 締め ^ i して K となく 111 

染みた ネクタイな どは、 
一把 漉 い納 地に舻 めて、 
二頁寫 2 (7〕 のゃぅ 
に ペイン テックスで 生か 
すと、 素啫 しい ものに 雜 
歡 ります 。この 阃 t は、 

スカ ー フやシ ヨ ー ルな ど 


にも ふさは しいで せう。 

圈のや うに、： £ と 赤、 または 綠な どの 固 棟 ® 5 ルで 


ごく 1 く n 1ン概 にし ;. から 綴を 節く と黯； 

もの か ます o( 以上！ g 川 * |» ^' ) 


バッグなどの赖起にも贼適な圖案です〇 
&など も & り 切れた ところを 接： ^ へて、 接 目を 
隱 にして、 この 圖截の 一部^^ 御 利用く ださ 

▲材 1 と— 方" ㈣ は！^ か 

です が、 こ、 では辦 53 が 紙な ので 
1 : 、が、 綠 、鼠色、 茶、 前、® な 
どの 固_具 と、 金が、 銀阶 、如 
さい 玉の ホワイト クリスタル、 メ 
デュ ー ム油な どを 使 ひました 0 
& 色は ni 擀寫眞 を參象 にな さって、 前項と 同じ A 
領でお 描きく ださい ませ。 


n — ン描を 上手に 應 用した 

.紅葉 模 .樣の 敷. 


ペイン テックスは 一度！ I いたらもう 絕對に M げま 
せんから、 歡孩な どには 1 もよ いが 乾です 。なる ベ 
く 無地の 截腹を 求めて、 好きな ものを 把いて ごらん 



なさい 。とても 也 派な 外 瓜 Mji ml 履になります 0 
口 繪四頁 寫 動 (8) で お 51 にかけ たもの、 M 4 キ 、放 を 
御紹 K いたし ませう。 

/ 材料と 搞き 方" 觀 は、 露に ょつ & ひます 

が、 こ、 では 獻 S の®、!；、 §纪、 銳 と、 メデュ 
.丨ム 油、 賊概 、紙 一な •とを 呢ひ ました。 

ま づ下繪 を撕 いたなら、 (ろ) を歡麟 して、 配に 槪 
を！^ れて ぁる！！ だけ、 n- ンで r 碰り に贼撕 で 
め、 蠢の放 へ、 ところぐ •ほかす やうに ■をぎ 
きます。 • 

-劣 に ^ りの 穿と® を、 那繼，ル & 衡し、_ 

を金概 で！ f 勢を つけて 貧き ます。 

最後に、 (い) で I： 歡のや うな 辦のヤ を、 故の 卽 衝 
繪具で 手 燃ょ く 把き、 紙, も あ 〇 さりと 散' すと、 

で ft あが ■，かた C, つ$ 

出来 上ります。 C 片野 司〕 

主婦 之 友 ( n §) 附録 

昭和 十五 年 一月 六日 印刷 納本 
昭和 十五 年 二 月 一日 發 行 
八 代 


1 ^ 


印刷所 


登 ： 

大日 本 印刷 株式 
會社梪 町工場 一 


發行所 ( Kg ) 主皤之 友 社 
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tEmmmamBS 




今日は ぉ 天氣 日本晴れ 
洗濯し t せぅ 

ジャブ ジャブ 
も ^ ず こすらず サツ パ, と 
汚れが 落ちる 新 洗 削 


匿 A I の センで 


-1 ■ • n 

ょく おちる 事 石 醱❼ 裊焙 
しかも 生地 1: .傷めず* ば 
嗦せず 新品 词樣 フック ラ 
として 光# を增す 

全 


SS 



if* 

化 

學 

洗 

剤 




y 


定價5麗 



国 SIT 颶 i ag MWII ， ! 匿 从 # .^^^.^jaa^ ^ r3riiwm 、 1iMlt1wg^ 


^ii 


本 


廢 


よめ 染 




一滴… 一滴… 肌に 
しみこんで 健康な 
若 肌の f なる 素 
晴 しい 榮養 力！ 

ホル そン やヴ ィタ 

ミンの 生理 作用で 

小 じ わ •肌 アレを 
解消す ると 共にシ 
ミ、 ソバ カスを 藥 

効 的に 分解し ます。 


，ぎ 一 •ノ S ク 

働いて しか V 美し 
い 手に！ 毎日の 
ぉ 炊事、 ぉ流し、 

お 洗濯な どの 後に 
クラブ 乳液 さへ つ 
けて おけば 冷い 水 
仕事に も お 手 •か 7 
レません 。その上 
ヒビ 、アカ ギレを 
防ぎ く すん な 


りさせます 〇〕* 


興亞 女性り. V だし 
なみなら 傅康 化粧 
まづ クラブ ^ 液で 
お 顏を ふきそ こへ 

クラブ 美 身 ク^ VI 
ムを のばし、 クラ、 
ブはき 白粉を つけ 一 
後は クラブ ほ、 

口紅、 まゆ 墨で： 

I ,. 7d: 


